
民
団
中
央
本
部
主
催
の
第

２
０
２
回
記
者
・
市
民
セ
ミ

ナ
ー
が
２７
日
、
「
日
本
の
民

主
主
義
を
ど
う
す
る
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
東
京
・
港
区
の

韓
国
中
央
会
館
で
開
か
れ

た
。
講
師
は
、
「
安
倍
政
権

の
黒
幕
」と
も
評
さ
れ
る「
日

本
会
議
」
の
実
像
に
迫
っ
た

話
題
の
書
『
日
本
会
議
の
研

究
』
（
扶
桑
社
新
書
）
の
著

者
、
菅
野
完
（
す
が
の
・
た

も
つ
）
さ
ん
。

同
著
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

と
も
か
か
わ
る
日
本
社
会
の

「
奇
異
」
な
「
右
傾
化
」
に

視
点
を
据
え
、
そ
の
淵
源
を

探
る
も
の
で
も
あ
る
。
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
の
背
景
に
つ
い

て
ど
う
切
り
込
む
の
か
、
民

団
団
員
ら
の
関
心
は
高
く
、

８０
人
余
が
参
加
し
た
。

菅
野
さ
ん
は
、
醜
悪
な
ヘ

イ
ト
デ
モ
参
加
者
た
ち
の
一

次
的
な
情
報
源
も
、
安
倍
政

権
を
熱
烈
に
応
援
し
続
け
る

の
も
保
守
論
壇
誌
で
あ
り
、

元
祖
の
保
守
言
論
人
が
活
躍

し
始
め
た
１
９
５
０
年
代
末

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
究

明
、
見
え
て
き
た
の
が
日
本

会
議
だ
っ
た
と
い
う
。

在
特
会
を
生
ん
だ
ヘ
イ
ト

デ
モ
の
始
ま
り
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
慰
安
婦
問
題
関
連
「
国
際

法
廷
」
番
組
を
骨
抜
き
に
し

た
一
件
で
あ
り
、
こ
れ
を
機

に
桜
井
誠
ら
レ
イ
シ
ス
ト
が

街
頭
に
出
る
き
っ
か
け
を
つ

く
っ
た
と
指
弾
し
た
。
在
特

会
の
生
み
の
親
を
た
ど
れ

ば
、日
本
会
議
に
い
き
つ
く
。

ま
た
、
Ｃ
Ｓ
放
送
「
チ
ャ
ン

ネ
ル
桜
」
な
ど
の
右
派
番
組

を
生
ん
だ
の
も
日
本
会
議
だ

と
し
、
「
右
傾
化
」
に
拍
車

を
か
け
た
と
結
論
づ
け
た
。

菅
野
さ
ん
は
、
日
本
会
議

が
め
ざ
す
「
皇
室
中
心
」「
靖

国
参
拝
」「
愛
国
教
育
」「
自

衛
隊
海
外
派
遣
」
、
そ
し
て

「
改
憲
」
は
王
手
を
か
け
て

い
る
と
し
、
第
３
次
安
倍
内

閣
の
全
閣
僚
中
、
８
割
超
が

日
本
会
議
の
「
国
会
議
員
懇

談
会
」
に
所
属
し
て
い
る
と

指
摘
し
た
。
ま
た
、
地
方
議

員
連
盟
を
擁
し
、
別
働
団
体

も
個
別
事
案
ご
と
の
地
方
組

織
を
も
ち
、
影
響
力
を
行
使

し
て
い
る
。
典
型
的
な
成
功

例
は
「
新
し
い
歴
史
教
科
書

を
つ
く
る
会
」
の
教
科
書
採

択
運
動
だ
っ
た
と
い
う
。

日
本
会
議
は
巨
大
組
織
と

の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
や
す

い
が
、
資
金
潤
沢
な
わ
け
で

も
、
強
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
が

い
る
わ
け
で
も
な
い
。だ
が
、

事
務
処
理
能
力
が
高
く
、
６０

年
代
の
「
生
長
の
家
学
生
運

動
」
を
同
根
と
す
る
メ
ン
バ

ー
が
い
ま
も
学
生
時
代
の
人

脈
を
綿
々
と
つ
な
ぎ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
学
習
会
、
署
名

運
動
な
ど
、
左
翼
勢
力
が
実

践
し
て
き
た
旧
来
の
運
動
形

態
を
地
道
に
「
継
承
」
し
て

い
る
と
い
う
。

日
本
会
議
の
主
張
は
端
的

に
言
っ
て
、
「
女
、
子
ど
も
、

外
国
人
は
黙
っ
て
い
ろ
。
権

利
を
主
張
す
る
者
は
許
さ
な

い
」、「
朝
日
新
聞
も
民
団
も

サ
ヨ
ク
と
断
じ
、
そ
の
発
言

を
封
じ
よ
う
と
す
る
も
の

だ
」
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
「
オ
ー
プ
ン
か
つ

真
摯
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る

政
治
イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
、

可
視
化
さ
れ
な
い
特
殊
な
思

想
を
奉
じ
る
人
々
が
匿
名
の

ま
ま
口
出
し
す
る
こ
と
は

由
々
し
き
事
態
で
あ
る
」
と

警
告
し
、
「
そ
れ
が
草
の
根

の
『
民
主
的
な
市
民
運
動
』

か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
れ

ば
、
民
主
主
義
を
生
か
す
の

も
『
民
主
的
な
市
民
運
動
』

だ
。賢
明
な
市
民
が
連
帯
し
、

地
道
に
活
動
す
れ
ば
民
主
主

義
は
守
れ
る
」と
強
調
し
た
。

民
主
平
和
統
一
諮
問
会
議
（
議
長

朴
槿
恵
大
統
領
）
の
第
１７
期
２
次
海
外
地
域
会
議
が
「
一
つ
に
な
っ
た
統

一
意
志
、
近
づ
く
平
和
統
一
」
を
メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
本
、
中
国
、
カ
ナ
ダ
、
中
南
米
地
域
の
１４
協
議
会

の
諮
問
委
員
５
０
０
余
人
の
参
加
を
得
て
２０
日
か
ら
２３
日
ま
で
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
２２
日
、
同
日
の

北
韓
の
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
て
、
糾
弾
決
議
文
を
発
表
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
次
元
の
強
力
な

制
裁
を
求
め
る
と
同
時
に
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
含
む
北
韓
の
核
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
の
国
際
社
会
の

対
北
糾
弾
包
囲
網
形
成
に
向
け
積
極
的
に
先
頭
に
立
つ
と
明
ら
か
に
し
た
。

呉
公
太
日
本
地
域
副
議
長

（
民
団
中
央
本
部
団
長
）
は

２１
日
の
開
会
辞
で
「
北
韓
住

民
は
今
も
飢
え
、
人
権
が
蹂

躙
さ
れ
て
い
る
の
に
、
北
韓

当
局
は
今
年
初
め
か
ら
核
実

験
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
、

無
分
別
な
挑
発
行
為
を
止
め

な
い
。
国
連
安
保
理
の
制
裁

措
置
で
北
韓
は
孤
立
を
深
め

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
強
力
な
対
応

と
人
道
主
義
的
な
支
援
で
北

韓
の
非
核
化
と
民
主
的
平
和

統
一
を
誘
導
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

柳
浩
烈
首
席
副
議
長
は

「
韓
半
島
非
核
化
と
統
一
時

代
、
民
主
平
統
が
開
い
て
い

く
」
と
題
し
た
基
調
演
説
で

「
北
韓
に
対
す
る
無
知
を
私

た
ち
が
克
服
し
、
統
一
に
対

す
る
無
関
心
に
勝
利
し
、
北

韓
の
核
問
題
に
対
す
る
無
気

力
を
克
服
し
て
こ
そ
、
統
一

の
闘
い
に
勝
つ
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
、
「
民
主
平
統
の

２
万
人
の
諮
問
委
員
が
一
つ

の
体
、
一
つ
の
心
で
統
一
を

開
い
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

各
協
議
会
別
の
分
任
討
議

で
、
日
本
東
部
地
域
の
呉
永

錫
委
員
（
民
団
東
京
本
部
副

団
長
）
は
「
日
本
社
会
に
お

け
る
朝
鮮
総
連
と
日
本
右
翼

の
現
況
」
に
つ
い
て
発
表
。

「
韓
国
籍
を
維
持
し
な
が
ら

総
連
活
動
に
加
担
す
る
人
を

減
ら
す
た
め
に
積
極
的
に
力

を
尽
く
す
一
方
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
強
行
す
る
右
翼
勢

力
に
対
し
て
は
、
友
好
団
体

と
と
も
に
ヘ
イ
ト
対
策
法
で

対
処
し
て
い
く
」
と
表
明
し

た
。

朴
槿
恵
大
統
領
は
２２
日
、

民
主
平
和
統
一
諮
問
会
議
海

外
地
域
会
議
に
参
加
中
の
諮

問
委
員
た
ち
を
青
瓦
台
に
招

き
、
「
統
一
対
話
」
を
開
催

し
た

写
真
。

朴
大
統
領
は
「
北
韓
は
今

も
核
保
有
国
と
い
う
無
理
な

主
張
を
し
な
が
ら
、
危
険
き

わ
ま
り
な
い
挑
発
と
孤
立
の

道
を
歩
ん
で
い
る
。
万
一
、

今
後
も
核
実
験
を
敢
行
す
る

な
ら
、
わ
が
政
府
は
国
際
社

会
と
と
も
に
さ
ら
に
強
力
に

対
応
す
る
」と
改
め
て
表
明
。

「
無
謀
な
挑
発
の
果
て
に
は

完
全
な
孤
立
と
自
滅
が
待
っ

て
い
る
こ
と
を
、
北
韓
政
権

は
自
覚
し
、
平
和
の
道
を
選

択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
く
促
し
た
。

同
時
に
「
世
界
の
平
和
と

繁
栄
を
主
導
す
る
統
一
大
韓

民
国
を
建
設
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ん
が
国
論
結
集
と
国
民

統
合
の
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し

い
」
と
要
請
し
た
。

参
席
諮
問
委
員
を
代
表
し

て
の
政
策
提
言
で
は
、
日
本

東
部
地
域
の
朴
裕
植
委
員

（
青
年
会
中
央
本
部
会
長
）

ら
３
人
が
発
表
し
た
。

朴
委
員
は
「
在
日
同
胞
社

会
を
継
承
す
る
３
・
４
世
の

青
年
た
ち
は
、
在
日
同
胞
と

し
て
の
自
覚
と
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
韓
半
島
統
一
に

必
要
な
人
材
育
成
と
正
し
い

歴
史
認
識
向
上
の
た
め
に
、

来
た
る
９
月
に
在
日
同
胞
青

年
３
０
０
人
規
模
の
母
国
訪

問
団
事
業
を
実
施
す
る
」
と

明
ら
か
に
し
た
。

瀋
陽
協
議
会
（
在
中
国
）

の
安
チ
ョ
ン
ラ
ク
会
長
は
高

句
麗
と
渤
海
お
よ
び
抗
日
遺

跡
地
を
訪
ね
歩
く
「
韓
民
族

青
少
年
統
一
キ
ャ
ン
プ
」
な

ど
中
国
東
北
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
多
彩
な
統
一
活
動

事
業
を
紹
介
し
、
「
統
一
の

た
め
に
は
東
北
３
省
地
域
の

朝
鮮
族
同
胞
と
一
緒
に
準
備

す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
提

案
し
た
。

南
米
西
部
の
林
ジ
ョ
ン
シ

ン
委
員
は
、
中
米
カ
リ
ブ
協

議
会
が
主
導
し
た
募
金
活
動

に
よ
る
キ
ュ
ー
バ
韓
人
子
孫

文
化
院
の
開
院
、
光
復
節
記

念
行
事
、
ハ
ン
グ
ル
教
室
運

営
な
ど
を
通
じ
て
、
韓
人
子

孫
た
ち
の
民
族
主
体
性
確
立

と
キ
ュ
ー
バ
内
韓
人
子
孫
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
て

い
る
と
紹
介
し
た
。

「日本会議」を真正面から批判する菅野完氏

脱北者保護制度を破壊？
中国の北韓食堂従業員が集団脱北した事件

で、いわゆる「民主派弁護士」が北が主張する
「南当局による誘引・拉致」に同調する奇怪な

動きを見せている。（３面）

法務省人権擁護局が
ヘイトＳで積極啓発
ポスター、大型スポット

映像などの啓発活動を各地
で展開し、「ヘイトスピー
チ、許さない」姿勢を前面
に打ち出している。（５面）

北
韓
が
新
型
の
中
距
離
弾

道
ミ
サ
イ
ル
「
ム
ス
ダ
ン
」

と
み
ら
れ
る
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
し
た
こ
と
を
受
け
、
国
連

の
安
全
保
障
理
事
会
は
２３
日

（
現
地
時
間
）
、
こ
れ
を
強

く
非
難
す
る
報
道
機
関
向
け

の
声
明
を
発
表
し
た
。

北
韓
は
２２
日
午
前
（
日
本

時
間
）
に
ム
ス
ダ
ン
と
み
ら

れ
る
ミ
サ
イ
ル
２
発
を
元
山

か
ら
発
射
し
、
翌
日
、
実
験

に
成
功
し
た
と
主
張
し
た
。

安
保
理
声
明
は
こ
れ
を
受
け

て
の
正
式
対
応
だ
。
１５
カ
国

の
全
理
事
国
が
賛
成
し
た
。

報
道
声
明
は
、
北
韓
の
今

回
の
実
験
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル

技
術
を
利
用
し
た
全
て
の
発

射
行
為
を
禁
じ
る
国
連
安
保

理
決
議
の
「
深
刻
な
違
反
」

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、

ミ
サ
イ
ル
発
射
は
核
兵
器
運

搬
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
つ
な

が
り
、
緊
張
を
高
め
る
と
指

摘
。
さ
ら
に
「
住
民
に
必
要

な
も
の
が
行
き
届
か
な
い

中
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
開
発
に

資
源
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は

嘆
か
わ
し
い
」と
非
難
し
た
。

ま
た
、
１
月
の
核
実
験
を

受
け
て
３
月
に
採
択
さ
れ
た

制
裁
決
議
の
完
全
な
履
行
に

向
け
、
各
国
に
い
っ
そ
う
の

努
力
を
求
め
た
。

統
一
部
は
２７
日
、
国
会
外

交
統
一
委
員
会
へ
の
業
務
報

告
で
、
北
韓
の
非
核
化
が
南

北
対
話
の
最
優
先
条
件
だ
と

改
め
て
強
調
し
た
。

統
一
部
は
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
、
北
韓
の
核
開
発
を

防
げ
る
か
ど
う
か
の
非
常
に

重
要
な
局
面
に
あ
る
と
し
、

制
裁
と
圧
力
を
通
じ
北
韓
の

思
惑
を
変
え
る
こ
と
に
総
力

を
あ
げ
る
と
の
方
針
を
示
し

た
。
ま
た
北
韓
と
対
話
す
る

場
合
は
、
「
非
核
化
な
ど
変

化
に
つ
な
が
る
対
話
に
す
べ

き
で
、
そ
の
た
め
に
は
北
韓

が
非
核
化
と
実
質
的
な
変
化

を
行
動
で
示
す
必
要
が
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

統
一
部
に
よ
る
と
、
北
韓

は
非
核
化
を
求
め
る
韓
国
政

府
の
一
貫
し
た
姿
勢
に
対

し
、
反
発
を
強
め
て
い
る
。

統
一
部
は
「
北
が
わ
れ
わ

れ
の
生
存
と
安
保
を
脅
か
す

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
続
け

る
中
、
交
流
を
続
け
る
こ
と

は
不
適
切
だ
と
判
断
し
た
」

と
説
明
し
、
一
部
団
体
の
違

法
な
南
北
交
流
な
ど
に
対
し

厳
し
く
対
応
す
る
と
強
調
し

た
。た

だ
、
北
韓
の
乳
幼
児
・

妊
産
婦
な
ど
社
会
的
弱
者
へ

の
人
道
的
支
援
は
続
け
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
離
散
家

族
や
拉
致
被
害
者
問
題
に
対

す
る
北
韓
の
姿
勢
変
化
を
促

し
、
実
質
的
に
解
決
す
る
た

め
引
き
続
き
努
め
て
い
く
と

明
ら
か
に
し
た
。

北
韓
は
国
際
社
会
か
ら
の

制
裁
を
受
け
て
貿
易
が
低
迷

す
る
な
ど
、
経
済
的
に
危
機

感
を
抱
い
て
お
り
、
食
糧
問

題
の
解
決
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

創団７０周年を記念して過去最大の規模となるオリニジャンボリーを前にし
た研修を終え、気合いを入れるボランティアスタッフ （記事５面）

北
ミ
サ
イ
ル
発
射
糾
弾

民
主
平
統
海
外

地
域
会
議
決
議

非
核
化
へ
内
外
結
束
を

ヘ
イ
ト
Ｓ
の
背
景
照
射

菅
野
完
氏
「
日
本
会
議
」実
像
中
心
に

国
連
安
保
理
が
非
難
声
明

北の態度変化に総力
統一部報告 核開発防止を最優先

無分別な挑発許さぬ

朴大統領

海
外
委
員
と
統
一
対
話

在
日
代
表

「
意
識
高
い
人
材
育
て
る
」

民
団
市
民
セ
ミ
ナ
ー

私たちがお世話しま～す
オリニジャンボリーボランティア事前研修

（毎週水曜日発行）週 刊２０１６年６月２９日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２８４３号（１）

次
号
は
７
月
１３
日
付

今号の読みどころ



◆麦おにぎりで韓国戦争を体験

韓国戦争から６６年目の

２５日を前に、「韓国戦争当

時の食べもの試食会」が

２４日までの４日間、大邱

市の洛東江勝利記念館で

開かれた。子どもたちが

麦おにぎりを食べながら

話を聞いた 写真。

◆リオ五輪公式メニューにキムチ

８月にブラジルで開催されるリオ

五輪選手村の公式メニューとして、

「東洋サラダＫＩＭＣＨＩ」が提供

される。中南米韓国農食品バイヤー

連合会が２３日明かにした。韓国から

７．２ のキムチが輸出される。

◆優しいギャグの「オンアルス」

「誰かを傷つけてはいけない。一

緒に笑えるコメディを」。ギャグチ

ーム「オンアルス」 写真 のメン

バーが語った言葉

だ。最近の刺激的

な言葉で笑わせる

コメディに対し

て、オンアルスは

ギャグの素材から

政治、宗教、人種、性に関する内容

を除外するという哲学のもとに１０年

間続けてきた。英国のエディンバラ

・フェスティバル、オーストラリア

のメルボルン国際コメディ・フェス

ティバルで高い評価を得るなど、欧

米やアジア各国の公演で優しい笑い

を提供している。

◆都心の寺院で１０００ウォ
ン ランチ提供

高層ビルが林立するソウルのど真

ん中にある奉恩寺（江南区三成洞）。

会社員をはじめ幅広い年齢層の人々

が香積院（食堂）の前に並ぶ。１０年

前から昼食を一般に開放している

が、年々増え、平日は平均７００人、

週末には１５００人を超すという。メニ

ューはご飯と汁にナムル、キムチ、

たくわん。お布施（１０００ ）は自由

で、経済的に恵まれない子どもや独

居老人のために使われる。ボランテ

ィアが希望者に餅なども配る。

◆女性ファン拡大中のプロ野球

２００８年北京五輪の野球で韓国が金

メダルを獲得後、女性ファンが増え

ており、各球団は観客増員に女性フ

ァンや家族連れの確保が不可欠と、

さまざまなサービスを展開中だ。女

性ファンのチケッ

ト割引や記念品贈

呈はもちろん、レ

ディース会員の創

設、ウィズママフ

ェスティバルや女

子中高校生のための野球講座などを

開いている。ＮＣダイノスは１４年か

ら女子野球チーム「Ｗダイノス」を

支援し 写真、起亜タイガースは今

年、女性ファンを対象にチアリーダ

ー選抜大会を開いた。

◆済州道の観光客数７００万人突破

済州道観光協会によると、６月１９

日現在、同道を今年訪れた観光客数

が７０２万７１３０人（韓国人５５３万６９０人、

外国人１４９万６４４０人）に達した。７００

万人突破は昨年（７月２０日）より１

カ月早い。１０００万人突破は最短の９

月末に実現する見通しだ。

◆ドジャース球場でチソンが始球式

７月６日に大リーグのドジャース

対オリオールズ戦が行われ

るＬＡドジャースタジアム

で、俳優のチソン 写真

が始球式に臨む。「コリア

ンデー」の一環で、サイン

会も予定されている。歌手のキム・

テウが愛国歌と米国歌を斉唱する。

◆囲碁の趙治勲、２人目の名誉名人

６０歳になった囲碁の２５世本因坊・

趙治勲が名誉名人になった。小林光

一９段に次いで２人目。名人戦で５

連覇または通算１０回優勝すると名誉

称号が与えられ、６０歳または引退時

に名乗る。２０代で囲碁名人５連覇を

達成し、交通事故でけがをした後に

も４連覇を果たした。

在
日
韓
国
青
年
商
工
人
連

合
会
（
青
商
連
、
金
元
伸
会

長
）
は
２５
日
、
神
戸
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
で
第
３６
期
定
期

総
会
を
開
き
、
新
会
長
に
朴

明
浩
常
任
副
会
長
を
選
出
し

た
。
会
員
を
は
じ
め
、
来
賓

と
し
て
朴
安
淳
民
団
中
央
本

部
副
団
長
、
朱
哲
完
駐
神
戸

総
領
事
、
李
圭
燮
民
団
兵
庫

本
部
団
長
の
ほ
か
、
韓
商
連

の
金
光
一
会
長
、
朴
義
淳
共

同
代
表
ら
が
出
席
し
た
。

新
会
長
は
「
各
業
種
ど
う

し
青
年
商
工
人
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
さ
ら
に
広
げ
、
と
も

に
成
長
し
て
い
こ
う
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

朴明浩氏

新
空
港
の
検
討
結
果
を
発
表
す
る
合
同
調
査
委

韓
英
間
の
直
接
貿
易
規
模

は
年
１
３
０
億

規
模
と
さ

ほ
ど
大
き
く
な
い
。
だ
が
、

英
国
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
う
ち

韓
国
製
品
を
最
も
多
く
輸
入

し
て
い
る
ほ
か
、
Ｅ
Ｕ
諸
国

へ
の
物
流
セ
ン
タ
ー
に
も
な

っ
て
い
る
。

産
業
通
商
資
源
部
は
２６

日
、
英
国
と
の
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
締
結
す
る

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
現

在
、
韓
英
貿
易
に
は
韓
国
と

Ｅ
Ｕ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
優
遇

関
税
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

英
国
は
今
後
２
年
間
Ｅ
Ｕ
と

離
脱
交
渉
を
行
う
。

こ
の
間
、
韓
国
と
Ｅ
Ｕ
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
効
力
は
維
持
さ
れ
る

が
、
離
脱
手
続
き
が
終
わ
る

ま
で
に
韓
英
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締
結

で
き
な
い
場
合
、
英
国
が
定

め
る
一
般
関
税
規
定
の
適
用

を
受
け
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

英
国
に
自
動
車
を
輸
出
す
る

際
、
１０
％
の
関
税
が
課
さ
れ

る
。
現
在
は
ほ
と
ん
ど
課
税

さ
れ
て
い
な
い
。

産
業
通
商
資
源
部
は
ま

た
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
改
定

も
進
め
る
。
英
国
に
対
す
る

Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
効
果
が
消

滅
す
る
こ
と
を
受
け
、
協
定

文
書
に
関
連
内
容
を
反
映
す

る
た
め
だ
。
同
部
は
「
英
国

が
外
れ
る
韓
・
Ｅ
Ｕ
間
Ｆ
Ｔ

Ａ
へ
の
影
響
を
綿
密
に
分
析

し
、
国
益
が
侵
害
さ
れ
な
い

よ
う
協
議
す
る
」
と
し
て
い

る
。
だ
が
、
英
国
は
Ｅ
Ｕ
と

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ん
だ
５３
カ
国
と

一
斉
に
再
協
議
を
推
進
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
貿
易
規

模
が
大
き
い
国
か
ら
協
議
に

入
る
こ
と
に
な
り
、
韓
国
は

ド
イ
ツ
や
米
国
よ
り
後
回
し

に
な
る
確
率
が
高
く
、
痛
手

は
避
け
ら
れ
な
い
立
場
だ
。

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
（
大
韓
貿
易

投
資
振
興
公
社
）
ロ
ン
ド
ン

貿
易
館
は
、
国
民
投
票
の
結

果
が
判
明
し
た
２４
日
、
欧
州

地
域
に
進
出
し
て
い
る
韓
国

企
業
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
回
答
企
業
の

７１
％
が
「
営
業
活
動
に
否
定

的
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。
英
国

に
法
人
や
事
務
所
、
生
産
拠

点
を
置
く
韓
国
企
業
（
公
企

業
含
む
）
は
１４
年
末
現
在
で

８０
社
と
さ
れ
る
。

ロ
ン
ド
ン
に
欧
州
本
部
が

あ
る
三
星
電
子
は
、
移
転
す

る
可
能
性
の
検
討
に
入
っ

た
。
だ
が
、
同
社
の
関
係
者

は
、
生
産
拠
点
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
バ

キ
ア
に
あ
る
た
め
、
本
部
移

転
問
題
よ
り
、
景
気
不
安
定

が
欧
州
全
体
に
広
ま
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。

生
産
拠
点
を
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
置
き
、
昨
年
、
欧
州
本
部

を
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ド
イ
ツ
の

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
移
し

た
Ｌ
Ｇ
電
子
も
、
同
じ
懸
念

を
抱
く
。
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ

キ
ア
に
生
産
拠
点
が
あ
る
現

代
・
起
亜
自
動
車
は
、
韓
英

Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締
結
さ
れ
な
け
れ

ば
対
英
輸
出
の
足
か
せ
に
な

る
。為

替
の
動
向
か
ら
も
目
が

離
せ
な
い
。
円
高
や
ド
ル
高

は
、
韓
国
に
と
っ
て
輸
出
拡

大
と
新
市
場
開
拓
の
機
会
に

な
る
半
面
、
ウ
ォ
ン
の
価
値

が
下
が
っ
て
大
規
模
投
資
資

金
が
流
出
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
韓
米
、
韓
日
の
通
貨
ス

ワ
ッ
プ
の
再
開
を
求
め
る
声

も
強
ま
っ
て
い
る
。

英
国
は
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）か
ら
の
離
脱
か
残
留
か
を

問
う
国
民
投
票
で
離
脱
す
る
決
定
を
下
し
、
世
界
の
経

済
・
政
治
秩
序
に
衝
撃
を
走
ら
せ
た
。
貿
易
依
存
度
の

高
い
韓
国
経
済
に
と
っ
て
も
大
き
な
不
安
要
因
に
な
っ

て
お
り
、
政
府
・
企
業
は
事
態
の
推
移
を
見
極
め
つ
つ
、

波
動
を
最
小
化
す
る
た
め
の
対
策
に
乗
り
出
し
た
。

国
土
交
通
部
は
２１
日
、
嶺

南
圏
（
慶
尚
道
）
の
航
空
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
慶
南

・
密
陽
ま
た
は
釜
山
・
加
徳

島
に
新
空
港
を
建
設
す
る
代

わ
り
に
、
既
存
の
金
海
空
港

を
拡
張
す
る
こ
と
に
し
た
と

公
式
発
表
し
た
。

新
空
港
建
設
地
の
選
定
に

つ
い
て
は
１０
年
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て

き
た
。
密
陽
と
加
徳
島
を
め

ぐ
っ
て
意
見
が
真
っ
二
つ
に

割
れ
、
対
立
を
繰
り
広
げ
て

き
た
。
こ
の
た
め
、
外
部
の

専
門
機
関
を
活
用
し
、
地
域

主
義
を
克
服
す
る
「
第
３
の

合
理
的
な
代
案
」
が
導
き
出

さ
れ
た
。

同
部
は
新
空
港
の
選
定
用

役
機
関
で
あ
る
パ
リ
空
港
公

団
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
Ａ

Ｄ
Ｐ
ｉ
）
と
合
同
で
実
施
し

て
き
た
「
嶺
南
圏
新
空
港
の

妥
当
性
検
討
研
究
」
の
最
終

報
告
を
通
じ
て
、
金
海
空
港

の
拡
張
が
最
も
望
ま
し
い
と

説
明
し
た
。

姜
鎬
人
国
土
交
通
部
長
官

は
、
Ａ
Ｄ
Ｐ
ｉ
が
提
示
し
た

金
海
拡
張
案
に
つ
い
て
、「
航

空
安
全
性
と
経
済
性
、
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
環
境
な
ど
立

地
決
定
に
必
要
な
要
素
を
総

合
的
に
考
慮
し
た
結
論
」
と

説
明
し
た
。

Ａ
Ｄ
Ｐ
ｉ
で
は
新
空
港
の

年
間
旅
客
需
要
を
国
際
線
２

８
０
０
万
人
、
国
内
線
１
２

０
０
万
人
の
計
４
０
０
０
万

人
、
貨
物
需
要
は
年
間
３６
万

と
見
込
み
、
長
期
的
視
野

で
輸
送
能
力
に
耐
え
る
余
裕

の
あ
る
国
際
空
港
に
す
べ
き

で
あ
り
、
将
来
、
再
拡
張
と

補
完
が
で
き
る
必
要
が
あ
る

と
の
判
断
を
示
し
た
。

検
証
結
果
に
は
金
海
空
港

を
単
に
補
強
す
る
の
で
は
な

く
、
３
２
０
０

級
の
滑
走

路
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
空

港
施
設
を
大
々
的
に
新
設
す

る
ほ
か
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
方
法
も
改
善
す
る
プ
ラ
ン

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

同
プ
ラ
ン
は
国
際
民
間
航

空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
が
提

示
し
た
航
空
運
営
、
周
辺
開

発
、
大
気
条
件
、
連
携
交
通
、

建
設
コ
ス
ト
、
環
境
へ
の
影

響
な
ど
９
つ
の
立
地
選
定
基

準
と
、
国
内
外
の
空
港
建
設

事
例
な
ど
を
考
慮
し
て
い

る
。同

部
は
今
年
中
に
予
備
妥

当
性
調
査
を
行
い
、
来
年
中

に
空
港
開
発
基
本
計
画
の
策

定
に
着
手
す
る
。

た
だ
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
加
徳
島
と
密
陽
の
落
選

に
と
も
な
う
後
遺
症
の
最
小

化
と
、
経
済
性
を
考
慮
し
た

金
海
空
港
拡
張
案
が
残
さ
れ

た
。

ウ
ナ
ギ
完
全
養
殖
の
成
功
に
い
た
っ
た
経
過
説
明
の
会
見

韓
国
が
、
日
本
に
次
い
で

世
界
で
２
番
目
に
ウ
ナ
ギ
の

完
全
養
殖
に
成
功
し
た
。
国

立
水
産
科
学
院
が
２１
日
、
発

表
し
た
。
完
全
養
殖
は
、
受

精
卵
を
人
工
ふ
化
さ
せ
、
稚

魚
を
成
魚
に
育
て
、
そ
の
成

魚
の
オ
ス
と
メ
ス
か
ら
精
子

と
卵
子
を
採
取
し
て
、
人
工

授
精
し
、
再
び
受
精
卵
を
人

工
的
に
ふ
化
さ
せ
る
と
い
う

サ
イ
ク
ル
を
人
工
飼
育
で
完

結
す
る
技
術
。
こ
れ
に
よ
っ

て
天
然
ウ
ナ
ギ
な
し
に
人
工

ふ
化
し
た
ウ
ナ
ギ
だ
け
で
ず

っ
と
養
殖
を
つ
な
い
で
い
け

る
。こ

れ
ま
で
は
世
界
で
日
本

だ
け
が
成
功
し
て
い
た
。
４

兆

に
達
す
る
世
界
の
ウ
ナ

ギ
市
場
の
中
で
７０
％
を
占
め

る
日
本
は
、
１
８
０
０
年
代

か
ら
養
殖
技
術
の
開
発
を
始

め
て
２
０
１
０
年
に
完
全
養

殖
に
成
功
し
た
。
苦
労
し
て

成
功
し
た
だ
け
に
日
本
の
ウ

ナ
ギ
養
殖
技
術
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
も
徹
底
し
て
い
た
。

韓
国
は
、
こ
れ
ま
で
稚
魚

を
獲
っ
た
り
、
輸
入
し
て
飼

育
す
る
不
完
全
養
殖
の
方
法

で
、
年
間
お
よ
そ
９
０
０
０

の
ウ
ナ
ギ
を
生
産
し
て
き

た
。
し
か
し
、
稚
魚
の
ほ
と

ん
ど
を
輸
入
に
依
存
し
て
き

た
だ
け
で
な
く
、
年
間
１
５

０
０

に
及
ぶ
成
魚
を
輸
入

し
て
き
た
。

完
全
養
殖
技
術
の
成
功
に

よ
っ
て
韓
国
は
今
後
、
大
量

生
産
を
通
じ
て
輸
出
の
先
行

獲
得
効
果
ま
で
期
待
で
き

る
。
韓
国
は
過
去
、
６０
年
代

に
海
苔
、
７０
年
代
に
カ
キ
、

８０
年
代
に
ヒ
ラ
メ
、
９０
年
代

に
ア
ワ
ビ
の
養
殖
を
順
に
成

功
さ
せ
て
国
内
価
格
を
安
定

さ
せ
、
輸
出
に
よ
り
漁
業
関

係
者
の
所
得
増
大
効
果
を
出

し
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
リ
オ
五
輪
韓

国
代
表
１８
人
が
２７
日
に
発
表

さ
れ
た
。
注
目
を
集
め
た
ワ

イ
ル
ド
カ
ー
ド
（
２４
歳
以
上

の
選
手
）
３
人
で
は
、
孫
興

民
（
２４
、
ト
ッ
テ
ナ
ム
）
、

張
賢
秀（
２５
、
広
州
富
力
）、

石
鉉
俊
（
２４
、
ポ
ル
ト
）
が

決
ま
っ
た
。

２３
歳
以
下
の
選
手
で
は
黄

フ
ィ
チ
ャ
ン
、
権
昶
勲
、
柳

承
佑
、
宋
株
熏
、
金
東
俊
な

ど
、
予
選
か
ら
の
主
力
メ
ン

バ
ー
が
順
当
に
選
ば
れ
た
。

申
台
龍
五
輪
代
表
監
督
が

悩
ん
だ
の
は
ワ
イ
ル
ド
カ
ー

ド
の
３
人
目
。
孫
興
民
と
張

賢
秀
は
早
く
か
ら
決
め
て
い

た
が
残
り
の
１
枠
は
当
初
、

弱
点
の
守
備
力
補
完
に
と
洪

正
好
（
２７
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル

ク
）
を
考
え
た
。
し
か
し
、

所
属
チ
ー
ム
の
拒
否
で
断

念
。
次
善
策
と
し
て
マ
ル
チ

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
用
で

き
る
張
賢
秀
と
既
存
メ
ン
バ

ー
で
組
織
力
を
固
め
攻
撃
力

強
化
を
選
択
し
た
。

申
監
督
は
昨
年
３
月
の
就

任
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
国
際

大
会
や
親
善
マ
ッ
チ
を
通
じ

て
選
手
を
選
別
。
プ
ロ
の
Ｋ

リ
ー
グ
を
は
じ
め
、
大
学
の

Ｕ
リ
ー
グ
や
海
外
リ
ー
グ
を

視
察
し
た
。

五
輪
代
表
は
７
月
初
め
に

招
集
し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
合
宿

訓
練
を
続
け
、
１８
日
、
リ
オ

に
出
国
す
る
予
定
だ
。
現
地

で
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
を
行
っ
た

後
、
最
終
調
整
に
入
る
。
韓

国
の
五
輪
は
８
月
５
日
に
フ

ィ
ジ
ー
と
初
戦
、
８
日
、
ド

イ
ツ
、
１１
日
メ
キ
シ
コ
と
対

戦
す
る
。

◆
五
輪
代
表
メ
ン
バ
ー

◇
Ｇ
Ｋ

具
聖
潤
（
コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌
）
、
金
東
俊

（
城
南
一
和
）

◇
Ｄ
Ｆ

沈
相

（
Ｆ
Ｃ

ソ
ウ
ル
）
、
宋
株
熏
（
水
戸

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
）
、
張
賢

秀
（
広
州
富
力
）
、
鄭
昇

（
蔚
山
現
代
）、
崔
圭
伯
（
全

北
現
代
）、
李
瑟
燦（
全
南
）、

朴
東
鎭
（
光
州
Ｆ
Ｃ
）

◇
Ｍ
Ｆ

朴
鎔
宇
（
Ｆ
Ｃ

ソ
ウ
ル
）
、
李
燦
東
（
光
州

Ｆ
Ｃ
）、
李
昌
敏
（
済
洲
）、

権
昶
勲
（
水
原
三
星
）
、
文

昶
辰
（
浦
項
）、
柳
承
佑
（
レ

バ
ー
ク
ー
ゼ
ン
）

◇
Ｆ
Ｗ

石
鉉
俊
（
ポ
ル

ト
）
、
黄
フ
ィ
チ
ャ
ン
（
ザ

ル
ツ
ブ
ル
グ
）、
孫
興
民（
ト

ッ
テ
ナ
ム
）。

韓
国
で
は
昨
年
、
教
育
部

が
「
学
校
体
育
・
芸
術
教
育

強
化
支
援
計
画
」を
発
表
し
、

今
年
か
ら
小
学
校
の
授
業
に

水
泳
実
技
教
育
を
義
務
づ
け

た
。
段
階
的
に
実
施
し
１８
年

ま
で
に
小
学
校
３
～
６
年
生

全
員
を
対
象
に
拡
大
し
て
い

く
計
画
だ
。

特
に
「
生
存
水
泳
」
を
必

須
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
貨

客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
惨
事

な
ど
水
難
事
故
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
万
一
に
備
え
て
助

か
る
力
を
持
た
せ
る
た
め

だ
。
お
ぼ
れ
て
も
水
の
上
に

顔
を
出
し
て
息
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
「
自
己
救
助
法
」

や
、
危
険
に
陥
っ
た
友
だ
ち

を
救
う
「
基
本
救
助
法
」
な

ど
を
教
育
す
る
。

韓
国
で
は
１２
年
に
ソ
ウ
ル

な
ど
一
部
地
域
で
は
小
学
校

３
年
生
か
ら
水
泳
指
導
を
し

て
い
る
が
、
全
国
展
開
し
て

い
く
上
で
の
問
題
は
プ
ー
ル

施
設
と
指
導
者
育
成
だ
。
ソ

ウ
ル
の
よ
う
な
大
都
市
で
は

近
く
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
プ
ー
ル
も
多
い
が
、
地
域

の
プ
ー
ル
施
設
が
不
十
分
な

地
方
の
学
校
で
は
授
業
が
不

可
能
だ
。
プ
ー
ル
施
設
は
地

域
格
差
が
大
き
く
、
全
国
す

べ
て
の
児
童
が
同
じ
水
泳
教

育
を
受
け
る
の
に
は
さ
ら
に

長
い
時
間
が
か
か
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

済
州
空
港
駐
車
場

レ
ン
タ
カ
ー
禁
止

９
月
か
ら
済
州
空
港
で
レ

ン
タ
カ
ー
の
貸
し
借
り
が
で

き
な
く
な
る
。

済
州
道
は
２３
日
、
韓
国
空

港
公
社
済
州
本
部
、
済
州
道

自
動
車
貸
与
事
業
組
合
と
業

務
協
約
を
締
結
し
、
レ
ン
タ

カ
ー
ハ
ウ
ス
を
８
月
３１
日
か

ら
閉
鎖
す
る
と
発
表
し
た
。

空
港
駐
車
場
の
大
半
が
レ
ン

タ
カ
ー
で
占
め
ら
れ
、
交
通

渋
滞
の
原
因
に
も
な
っ
て
い

た
。空

港
近
隣
の
交
通
量
は
１

日
平
均
８
万
１
３
９
０
台
。

そ
の
う
ち
レ
ン
タ
カ
ー
が
６２

・
８
％
を
占
め
る
。
９
月
か

ら
は
済
州
道
な
ど
が
循
回
バ

ス
を
運
用
し
、
空
港
と
レ
ン

タ
カ
ー
車
庫
を
往
来
す
る
。

ま
た
、
３
階
建
て
８
５
０
台

収
容
の
駐
車
場
ビ
ル
を
来
年

３
月
ま
で
新
築
す
る
。

昨
年
よ
り
２０
日

早
く
オ
ー
プ
ン

ソ
ウ
ル
市
民
プ
ー
ル

ソ
ウ
ル
漢
江
河
川
敷
の
市

民
プ
ー
ル
６
カ
所
が
２４
日
、

一
斉
に
オ
ー
プ
ン
し
た

写

真
。今

年
は
平
年
に
比
べ
て
気

温
が
高
く
、
昨
年
よ
り
２０
日

ほ
ど
早
い
プ
ー
ル
開
き
。
２

日
後
の
日
曜
日
、
ソ
ウ
ル
市

内
は
３０
度
を
超
す
真
夏
日
と

な
り
、
各
プ
ー
ル
と
も
家
族

ぐ
る
み
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

漢
江
公
園
の
屋
外
市
民
プ

ー
ル
は
汝
矣
島
か
ら
蚕
室
ま

で
の
河
川
敷
沿
い
に
あ
り
、

８
月
２２
日
ま
で
運
営
さ
れ

る
。ウ

ィ
ン
ウ
ィ
ン
で

韓
日
中
小
企
業
商
談
会

韓
日
中
小
企
業
商
談
会
が

２３
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た

写
真
。
日
本

の
日
韓
産
業
技
術
協
力
財
団

と
韓
国
の
韓
日
産
業
・
技
術

協
力
財
団
が
毎
年
双
方
の
都

市
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で

今
回
が
２６
回
目
。

韓
国
か
ら
部
品
製
造
な
ど

２０
社
が
参
加
し
、
日
本
か
ら

約
４０
社
が
訪
れ
１
０
０
を
超

え
る
商
談
で
会
場
は
活
気
づ

い
た
。

２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
っ

た
同
商
談
会
は
、
韓
日
関
係

が
冷
え
た
中
で
も
継
続
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
両
国
合
わ

せ
て
２
０
０
０
を
超
す
企
業

が
参
加
し
、
成
約
に
い
た
っ

た
商
談
も
多
い
。

財
団
の
初
瀬
川
茂
事
業
第

三
部
長
は
「
一
方
的
な
売
り

込
み
で
は
な
く
、
為
替
相
場

の
変
動
な
ど
に
対
応
し
、
常

に
両
国
経
済
に
と
っ
て
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
な
商
談
の
場
で
あ

り
た
い
」
と
話
し
た
。

ＳＢＪ銀行調べ
（６月２８日現在）

１万円

１１９，４８０
ウォン

１１２，５２０
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１１７，７３９
ウォン

１１４，２６０
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

嶺南圏の新空港問題

ＥＵ離脱 韓英貿易に暗雲
急
が
れ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

進
出
企
業
景
気
後
退
に
懸
念
も

金
海
空
港
拡
張
で
決
着

国

土

交
通
部

パ
リ
公
団
と
合
同
で
検
証

青
商
連
会
長
に
朴
明
浩
氏

ウ
ナ
ギ
完
全
養
殖
成
功

韓
国

日
本
に
次
い
で
２
番
目

代
表
１８
人
を
決
定

ワ
イ
ル
ド

カ

ー

ド

孫
興
民
ら
で
攻
撃
力
強
化

リ
オ
五
輪

水
泳
の
実
技
始
ま
る

韓
国
の
小
学
校
自
救
法
に
力

（２）２０１６年６月２９日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８４３号



韓
国
で
、
い
わ
ゆ
る
「
進

歩
派
」
「
人
権
派
」
と
呼
ば

れ
る
弁
護
士
た
ち
の
一
部

は
、
こ
と
北
韓
の
人
権
問
題

に
限
っ
て
は
関
心
を
持
た
な

い
、
あ
る
い
は
、
問
題
の
存

在
そ
の
も
の
を
認
め
な
い
、

き
わ
め
て
特
異
な
体
質
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

人
権
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
も

い
と
わ
な
い
ら
し
い
。

中
国
の
浙
江
省
寧
波
に
あ

る
北
韓
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従
業

員
（
女
性
店
員
１２
人
、
男
性

支
配
人
１
人
）
が
集
団
で
脱

出
し
、
４
月
７
日
に
韓
国
入

り
し
た
件
で
の
こ
と
だ
。《
民

主
社
会
の
た
め
の
弁
護
士
の

集
ま
り
》（
以
下
、《
民
弁
》）

が
、
脱
出
し
た
従
業
員
に
対

す
る「
人
身
保
護
救
済
審
査
」

を
請
求
、
こ
れ
を
裁
判
所
が

受
理
し
た
こ
と
で
従
業
員
た

ち
は
法
廷
に
立
た
さ
れ
か
ね

な
い
事
態
に
な
っ
た
。

従
業
員
た
ち
は
、
自
ら
の

意
志
で
韓
国
に
や
っ
て
来
た

の
か
。
国
家
情
報
院
に
よ
る

誘
引
・
拉
致
で
は
な
い
の
か
。

こ
れ
を
「
確
認
」
し
た
い
と

い
う
の
が
《
民
弁
》
の
言
い

分
だ
。

「
救
済
審
査
」
と
は
例
え

ば
、
精
神
疾
患
で
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
他
者
の
意
志

に
よ
っ
て
強
制
的
に
精
神
病

院
に
入
院
・
監
禁
さ
れ
た
被

害
者
を
救
い
出
す
た
め
の
制

度
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
定

期
間
を
保
護
施
設
で
生
活
せ

ざ
る
を
得
な
い
脱
北
者
に
も

適
用
さ
れ
る
と
は
、
驚
く
ほ

か
な
い
。

従
業
員
た
ち
は
現
在
、
国

情
院
が
運
営
す
る
北
韓
離
脱

住
民
保
護
セ
ン
タ
ー
で
韓
国

社
会
に
適
応
す
る
訓
練
に
励

ん
で
い
る
。
女
性
は
１０
代
後

半
か
ら
２０
代
前
半
と
若
く
、

中
国
で
の
生
活
体
験
も
あ
っ

て
呑
み
込
み
は
早
い
と
い

う
。
警
護
を
受
け
な
が
ら
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や

遊
園
施
設
に
も
た
び
た
び
足

を
運
ん
で
い
る
。

彼
女
た
ち
は
レ
ス
ト
ラ
ン

勤
務
時
代
、
監
視
員
の
目
を

盗
ん
で
中
国
で
人
気
の
高
い

韓
流
ド
ラ
マ『
太
陽
の
後
裔
』

に
は
ま
り
、
そ
の
主
人
公
俳

優
に
会
う
の
を
熱
望
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
よ
う

な
一
面
を
も
ち
な
が
ら
も
将

来
設
計
に
は
真
剣
で
、
韓
国

で
大
学
に
入
る
べ
く
英
語
学

習
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い

う
。従

業
員
た
ち
は
最
長
で
１

８
０
日
間
、
保
護
セ
ン
タ
ー

に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
後
は
、
す
ぐ
に
社

会
に
出
る
か
、
統
一
部
傘
下

の
定
着
教
育
支
援
機
関
で
あ

る
ハ
ナ
院
で
追
加
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
履
行
す
る
か
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
《
民
弁
》
は
、「
保

護
セ
ン
タ
ー
に
隔
離
し
た
ま

ま
、
弁
護
人
を
排
除
し
て
捜

査
す
る
の
は
、人
権
侵
害
だ
。

脱
北
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て

話
す
機
会
を
与
え
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
主
張
し
て
「
不
法

監
禁
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に

印
象
づ
け
て
き
た
。

で
は
、従
業
員
た
ち
の「
救

済
審
査
」
を
請
求
し
た
《
民

弁
》
は
、
ど
こ
の
誰
を
代
理

し
て
い
る
の
か
。
な
ん
と
そ

れ
が
北
韓
の
「
家
族
」
た
ち

で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
驚
く

ほ
か
な
い
。
経
緯
を
大
ざ
っ

ぱ
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

断
食
闘
争
で
１
人

死
亡
説
ま
で
登
場

口
火
を
切
っ
た
の
は
北
韓

の
赤
十
字
会
中
央
委
員
会

だ
。
代
弁
人
が
４
月
１２
日
、

「
カ
イ
ラ
イ
情
報
院
の
徒
輩

た
ち
が
組
織
し
た
前
代
未
聞

の
誘
引
・
拉
致
」
で
あ
る
と

中
傷
し
、
即
刻
送
還
を
要
求

し
た
。
次
い
で
同
２８
日
に
は

対
南
宣
伝
扇
動
機
関
で
あ
る

祖
国
平
和
統
一
委
員
会
が

「
我
が
女
性
公
民
た
ち
は
断

食
闘
争
を
展
開
し
て
お
り
、

一
部
の
乙
女
た
ち
は
失
神
状

態
に
陥
り
生
死
の
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
」
と
フ
レ
ー

ム
ア
ッ
プ
し
た
。

こ
れ
に
、
例
に
よ
っ
て
例

の
ご
と
く
呼
応
し
た
の
が
親

北
、
従
北
性
向
の
団
体
だ
。

そ
の
な
か
に
は
、
「
女
性
従

業
員
の
一
人
が
北
韓
へ
の
送

還
を
求
め
、
断
食
を
し
て
死

亡
し
た
」
と
の
デ
マ
を
流
し

た
メ
デ
ィ
ア
も
あ
っ
た
。
北

韓
の
「
生
死
の
岐
路
」
説
を

「
死
亡
」
説
に
飛
躍
さ
せ
て

は
ば
か
る
こ
と
も
な
い
。

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

（
１
９
８
７
年
）
や
天
安
艦

爆
沈
事
件
（
２
０
１
０
年
）

な
ど
、
紛
れ
も
な
い
北
韓
に

よ
る
暴
挙
を
あ
た
か
も
韓
国

当
局
に
よ
る
自
作
自
演
だ
と

騒
ぎ
た
て
て
き
た
彼
ら
得
意

の
手
法
で
あ
る
。

こ
う
し
た
陰
謀
説
を
背
景

に
《
民
弁
》
は
５
月
１３
日
、

従
業
員
に
対
す
る
弁
護
士
接

見
を
国
情
院
に
請
求
す
る
一

方
、
記
者
会
見
で
▽
従
業
員

と
家
族
の
面
談
保
障
▽
国
情

院
介
入
疑
惑
の
解
明
▽
従
業

員
の
死
亡
疑
惑
の
解
明
な
ど

を
要
求
し
た
。

北
韓
の「
家
族
」を

代
理
す
る
？
民
弁

《
民
弁
》
は
国
情
院
が
接

見
を
拒
否
す
る
と
同
１６
日
、

再
び
記
者
会
見
を
開
き
、「
従

業
員
家
族
た
ち
の
委
任
を
受

け
、
人
身
保
護
法
に
よ
る
救

済
請
求
を
す
る
」
と
宣
言
、

「
家
族
た
ち
は
《
民
弁
》
あ

て
に
委
任
状
を
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
シ
ナ

リ
オ
は
十
分
に
練
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

同
１７
日
に
は
在
米
の
韓
国

系
言
論
人
が
平
壌
で「
家
族
」

た
ち
に
会
い
、「《
民
弁
》
が

娘
た
ち
に
会
う
こ
と
を
委
任

す
る
か
」
を
問
い
、「
家
族
」

た
ち
が
こ
れ
に「
同
意
す
る
。

委
任
す
る
」
と
語
る
場
面
を

動
画
に
し
た
。
こ
の
言
論
人

は
訪
北
６７
回
を
数
え
る
と
言

わ
れ
、
２
０
１
４
年
に
は
海

外
で
北
韓
の
宣
伝
に
尽
く
し

た
と
し
て
金
日
成
賞
を
授
与

さ
れ
て
い
る
。

翌
１８
日
、
中
国
・
精
華
大

の
招
聘
教
授
で
あ
る
在
米
韓

国
人
が
平
壌
を
訪
れ
、
従
業

員
の
「
家
族
」
た
ち
が
作
成

し
た
「
委
任
状
」
を
受
け
取

っ
た
と
い
う
。
教
授
は
そ
の

際
、
「
セ
ウ
ォ
ル
号
事
件
で

３
０
０
人
近
い
若
い
命
を
死

に
追
い
や
り
、
父
母
た
ち
の

胸
を
切
り
裂
い
た
青
瓦
台
が

今
回
、
北
の
父
母
た
ち
の
胸

を
切
り
刻
ん
だ
」
と
語
っ
た

と
い
う
。

《
民
弁
》
は
２４
日
、
こ
の

教
授
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

「
委
任
状
」
を
根
拠
と
し
て

ソ
ウ
ル
中
央
地
裁
に
「
救
済

審
査
」
を
請
求
。
地
裁
は
こ

れ
に
対
し
、
「
請
求
者
た
ち

は
従
業
員
の
家
族
な
の
か
、

《
民
弁
》
に
訴
訟
を
委
任
し

た
の
は
本
当
な
の
か
不
確
か

だ
」
と
し
、
「
６
月
１３
日
ま

で
に
補
訂
し
な
け
れ
ば
請
求

を
却
下
す
る
」
と
伝
え
た
。

招
聘
教
授
は
６
月
９
日
、

《
民
弁
》
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
従

業
員
た
ち
が
写
っ
て
い
る
家

族
写
真
と
公
民
証
の
写
真
、

「
委
任
契
約
書
」
と
「
弁
護

人
選
任
申
告
書
」
を
作
成
・

捺
印
す
る
写
真
な
ど
を
追
加

送
付
し
て
き
た
。
必
要
書
類

を
受
理
し
た
地
裁
は
翌
１０

日
、
従
業
員
に
出
廷
を
求
め

る
召
喚
状
を
国
情
院
に
送
っ

た
。

北
韓
は
今
回
の
事
案
を

「
集
団
拉
致
」
だ
と
中
傷
し

韓
国
政
府
に
謝
罪
と
「
被
害

者
」
の
送
還
を
要
求
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

る
。そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、

も
っ
ぱ
ら
敵
視
し
て
き
た
国

連
の
人
権
理
事
会
議
長
や
人

権
高
等
弁
務
官
ら
に
、
「
被

害
者
」
が
家
族
の
も
と
に
帰

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
尽
力

す
る
こ
と
を
求
め
る
書
簡
を

送
っ
て
も
い
る
。

合
法
的
な
脱
出
の

続
発
恐
れ
る
北
韓

北
韓
が
恐
れ
て
い
る
の

は
、
外
貨
稼
ぎ
の
た
め
に
海

外
各
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員
や
大
量

の
労
働
者
に
、
「
合
法
的
な

脱
北
」が
波
及
す
る
こ
と
だ
。

そ
う
で
な
く
と
も
、
制
裁

強
化
に
よ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン

は
営
業
不
振
に
あ
え
ぎ
、
当

該
国
に
よ
る
労
働
者
の
帰
国

措
置
も
相
次
い
で
い
る
。
外

貨
稼
ぎ
の
ノ
ル
マ
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
監
視
が
い
っ
そ
う

強
化
さ
れ
た
こ
と
に
反
発
が

広
が
っ
て
お
り
、
サ
ボ
タ
ー

ジ
ュ
や
逃
亡
の
事
例
も
確
認

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
に
入
っ
て
５
月
ま
で

に
、
韓
国
入
り
し
た
脱
北
者

は
５
９
０
人
を
超
え
、
昨
年

同
期
比
で
１６
％
増
え
て
い

る
。
金
正
恩
体
制
に
な
っ
た

２
０
１
１
年
か
ら
続
い
た
減

少
傾
向
が
初
め
て
プ
ラ
ス
に

転
じ
た
。
北
韓
中
枢
が
今
回

の
事
案
に
異
様
な
ま
で
に
執

着
す
る
の
は
、
国
内
外
で
締

め
付
け
を
強
化
し
て
そ
う
し

た
流
れ
を
断
ち
切
り
た
い
か

ら
だ
。

ま
た
、
中
国
に
対
し
て
は

「
責
任
」
を
問
い
、
圧
力
を

か
け
た
い
思
惑
が
あ
る
。
北

韓
労
働
党
の
李
洙

副
委
員

長
が
習
近
平
国
家
主
席
と
会

談
す
る
た
め
訪
中
し
た
際
、

高
位
当
局
者
に
従
業
員
１３
人

は
韓
国
当
局
に
よ
っ
て
誘
引

・
拉
致
さ
れ
た
と
主
張
し
、

合
法
的
に
居
住
す
る
北
韓
住

民
の
保
護
に
格
別
な
努
力
を

求
め
た
の
が
そ
の
表
れ
だ
ろ

う
。韓

国
に
対
し
て
の
ね
ら
い

は
深
遠
だ
。
▽
１３
人
の
韓
国

入
国
が
４
・
１３
総
選
挙
の
直

前
だ
っ
た
こ
と
を
咎
め
て
政

府
・
与
党
が
選
挙
を
有
利
に

す
る
た
め
の
「
企
画
拉
致
」

だ
っ
た
と
す
る
言
説
を
広
め

▽
こ
れ
を
テ
コ
に
総
選
挙
で

惨
敗
し
た
与
党
セ
ヌ
リ
党
と

任
期
が
終
盤
に
入
っ
た
朴
槿

恵
政
府
を
揺
さ
ぶ
っ
て
保
守

勢
力
を
弱
体
化
さ
せ
▽
来
年

１２
月
の
第
１９
代
大
統
領
選
挙

で
か
つ
て
の
よ
う
な
北
韓
に

宥
和
的
な
政
権
を
誕
生
さ
せ

る
。こ

う
見
れ
ば
な
お
さ
ら
、

「
救
済
審
理
」
申
請
は
大
き

な
危
険
性
を
は
ら
む
。
韓
国

に
入
っ
た
脱
北
者
は
３
万
人

近
く
を
数
え
る
。
新
た
に
韓

国
入
り
す
る
脱
北
者
に
限
ら

ず
、
す
で
に
韓
国
に
定
着
し

た
元
脱
北
者
で
も
、
北
韓
の

家
族
か
ら
委
任
を
受
け
た
と

主
張
す
る
者
が
訴
訟
を
起
こ

せ
ば
、
裁
判
所
は
自
主
的
脱

北
だ
っ
た
の
か
、
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

脱
北
者
は
、
自
ら
の
意
思

で
脱
出
し
た
と
真
実
を
語
っ

て
家
族
を
窮
地
に
追
い
込
む

の
か
、
家
族
を
守
っ
て
誘
引

・
拉
致
さ
れ
た
と
嘘
を
つ
く

の
か
、
こ
の
破
滅
的
な
選
択

を
強
い
ら
れ
る
。
北
韓
独
裁

者
の
前
に
脱
北
者
を
立
た

せ
、
「
人
民
裁
判
」
を
行
う

の
に
等
し
い
。
そ
れ
は
、
脱

北
者
の
受
け
入
れ
や
保
護
す

る
シ
ス
テ
ム
を
無
力
化
さ
せ

ず
に
は
お
か
な
い
。

ソ
ウ
ル
五
輪
直
前
の
大
韓

航
空
機
爆
破
テ
ロ
事
件
と
、

そ
の
実
行
犯
の
一
人
で
あ
る

金
賢
姫
の
身
辺
に
お
き
た
事

態
を
想
起
す
べ
き
だ
。

当
時
、
事
件
は
韓
国
当
局

の
自
作
自
演
で
あ
り
、
金
賢

姫
は
ニ
セ
者
だ
と
す
る
北
韓

や
朝
鮮
総
連
の
デ
マ
は
ほ
と

ん
ど
相
手
に
さ
れ
な
か
っ

た
。
だ
が
、
従
北
・
親
北
勢

力
が
韓
国
各
界
に
進
出
し
、

北
韓
に
宥
和
的
な
半
面
で
韓

国
の
建
国
・
発
展
史
に
否
定

的
な
政
権
が
誕
生
し
て
か
ら

は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
。

ニ
セ
者
扱
い
さ
れ

身
辺
危
機
状
態
に

政
府
機
関
や
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
韓
国
当
局
に
よ
る
謀

略
説
が
大
ま
じ
め
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
捜
査
結
果
や
自
供

内
容
を
無
視
さ
れ
た
ま
ま
、

金
賢
姫
は
よ
っ
て
た
か
っ
て

の
執
拗
な
追
及
に
あ
い
、
一

時
は
身
辺
が
危
ぶ
ま
れ
る
事

態
に
陥
っ
た
。
彼
女
に
「
良

心
宣
言
」
を
さ
せ
、
爆
破
テ

ロ
事
件
を「
金
正
日
の
指
示
」

と
し
た
彼
女
の
供
述
を
自
ら

覆
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。

彼
女
が
耐
え
き
っ
た
の
は

皮
肉
に
も
、
厳
し
い
工
作
員

教
育
を
受
け
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
な
み
の
脱
北
者
で
あ
れ

ば
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
。

い
ま
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
が
、
か
り
そ
め

に
も
「
民
主
社
会
の
た
め
」

を
う
た
う
弁
護
士
集
団
で
あ

る
こ
と
に
、
韓
国
の
切
除
が

容
易
で
は
な
い
病
巣
を
見
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

国
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
り
な
が
ら
、
韓
国
社

会
の
関
心
は
高
い
と
は
言
え

な
い
。
し
か
し
、
従
北
勢
力

の
専
横
を
こ
の
ま
ま
許
す
よ

う
で
あ
れ
ば
、
韓
国
は
脱
北

者
を
、
さ
ら
に
は
こ
れ
か
ら

脱
北
し
よ
う
と
す
る
同
族
を

見
捨
て
、
祖
国
の
平
和
統
一

を
担
保
し
主
導
す
る
立
場
を

捨
て
去
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

ソ
ウ
ル
市
に
あ
る
「
民
主
社
会
の
た
め
の
弁
護
士
の
集
ま

り
（
民
弁
）
」
事
務
所
前
で
糾
弾
す
る
自
由
統
一
脱
北
団

体
協
議
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
（
２０
日
）

請
求
を
処
理
す
る
た
め
の

最
初
の
審
理
が
今
月
２１
日
、

ソ
ウ
ル
中
央
地
裁
で
開
か
れ

た
。脱

北
者
が
法
廷
に
立
っ
て

本
心
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
北
韓
の
家
族
ら

が
厳
し
い
処
罰
を
受
け
る
恐

れ
が
あ
り
、
脱
北
者
自
身
の

動
揺
も
避
け
ら
れ
な
い
。
裁

判
所
は
事
前
に
、
非
公
開
審

理
と
す
る
こ
と
を
通
告
し
て

い
た
。
国
情
院
は
法
定
代
理

人
を
出
廷
さ
せ
る
方
針
を
示

し
て
い
た
。

審
理
は
冒
頭
か
ら
神
経
戦

と
な
っ
た
。《
民
弁
》側
は
、

「
被
収
容
者
（
従
業
員
た
ち
）

が
一
人
も
出
席
し
て
い
な
い

以
上
、
非
公
開
に
す
る
必
要

が
な
い
」
と
異
議
を
提
起
、

こ
れ
が
却
下
さ
れ
る
と
「
審

問
内
容
を
録
音
し
、
速
記
録

を
作
成
し
て
ほ
し
い
」
と
求

め
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
判
事
は

「
録
音
や
速
記
録
を
残
せ
ば
、

当
事
者
が
こ
れ
を
閲
覧
・
複

写
で
き
、
審
問
内
容
が
公
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し

て
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
従

北
人
士
と
の
密
接
な
や
り
取

り
を
経
て
「
代
理
人
」
と
な

っ
た
《
民
弁
》
は
、
北
韓
当

局
と
間
接
も
し
く
は
直
接
的

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
見
る

べ
き
だ
。
北
韓
側
に
審
理
内

容
が
筒
抜
け
に
な
る
の
は
避

け
ら
れ
な
い
。

判
事
は
逆
に
、
《
民
弁
》

側
に
「
委
任
状
の
適
法
性
に

つ
い
て
（
そ
の
根
拠
を
）
追

加
で
補
完
し
て
ほ
し
い
」
と

要
求
し
た
。
《
民
弁
》
が
前

日
２０
日
の
記
者
会
見
で
、

「（
招
聘
教
授
が
）《
民
弁
》

代
表
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
必
要
書

類
を
送
っ
て
き
た
が
、
ど
の

よ
う
な
経
路
で
入
手
し
た
の

か
は
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ

て
い
た
か
ら
だ
。

こ
の
日
は
結
局
、《
民
弁
》

が
裁
判
部
忌
避
申
請
を
提
出

す
る
と
言
い
放
っ
て
終
わ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
業

員
に
対
す
る
「
救
済
審
理
」

裁
判
は
中
断
さ
れ
、
忌
避
申

請
が
妥
当
か
ど
う
か
の
裁
判

に
移
行
す
る
。
《
民
弁
》
は

ソ
ウ
ル
中
央
地
裁
が
棄
却
し

て
も
高
裁
、
最
高
裁
へ
と
控

訴
、
上
告
す
る
構
え
だ
。

法
曹
界
で
は
《
民
弁
》
の

姿
勢
に
つ
い
て
、
「
救
済
審

理
」
請
求
自
体
が
こ
の
制
度

の
導
入
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の

期
待
通
り
動
か
な
い
裁
判
部

を
忌
避
申
請
す
る
こ
と
で
社

会
的
・
政
治
的
争
点
と
し
て

引
き
回
し
続
け
、
社
会
的
な

葛
藤
を
増
幅
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
、と
の
見
方
が
多
い
。

《
民
弁
》
の
幹
部
弁
護
士

は
２０
日
の
記
者
会
見
で
、
こ

ん
な
こ
と
も
言
っ
て
い
た
。

「
（
女
性
従
業
員
）
１２
人
の

意
思
が
一
つ
に
な
っ
て
、
集

団
で
国
内
に
入
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
脱
北
者
問
題

に
つ
い
て
少
し
で
も
関
心
が

あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
納
得
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
事
案

だ
」。「

意
思
が
一
つ
」
に
な
る

こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
す

る
こ
の
見
解
の
前
提
に
は
、

従
業
員
た
ち
は
厳
し
い
統
制

下
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
相

互
監
視
も
強
い
ら
れ
て
い
る

と
の
認
識
が
あ
る
は
ず
だ
。

語
る
に
落
ち
る
と
は
こ
の
こ

と
だ
ろ
う
。言
い
換
え
れ
ば
、

党
・
軍
・
政
の
高
位
人
士
に

よ
る
脱
北
が
珍
し
く
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
事

案
で
北
韓
中
枢
が
今
さ
ら
の

よ
う
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
示
す
。

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

に
１
３
０
店
舗
ほ
ど
あ
る
北

韓
レ
ス
ト
ラ
ン
の
女
性
従
業

員
は
、
容
姿
は
も
と
よ
り
出

身
成
分
、
忠
誠
心
に
優
れ
て

い
る
う
え
に
、
徹
底
し
た
思

想
点
検
と
監
視
体
制
の
も
と

で
生
活
す
る
。

合
法
的
な
出
国
と

中
国
当
局
が
明
言

今
回
の
事
案
で
な
に
よ
り

も
注
目
す
べ
き
は
、
エ
リ
ー

ト
層
に
属
す
従
業
員
た
ち
が

相
互
監
視
を
強
い
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
生

を
決
定
づ
け
る
意
思
統
一
に

十
数
人
規
模
で
成
功
し
た
こ

と
だ
。
そ
し
て
、
中
国
当
局

が
事
案
の
表
面
化
直
後
、「
調

査
の
結
果
、
北
韓
の
従
業
員

た
ち
は
正
規
の
パ
ス
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
合
法
的
な
手
続
き

を
踏
み
、
中
国
を
出
た
」
と

明
ら
か
に
し
た
こ
と
だ
。

中
国
は
こ
の
間
、
脱
北
者

や
そ
の
ほ
う
助
者
に
厳
し
い

態
度
を
と
り
、
脱
北
者
を
北

韓
に
強
制
送
還
す
る
こ
と

も
、
ほ
う
助
者
を
摘
発
・
処

罰
・
追
放
す
る
こ
と
も
い
と

わ
な
か
っ
た
。
北
韓
と
の
関

係
が
冷
え
込
ん
で
い
る
中
国

は
、
北
韓
に
対
し
て
牽
制
と

融
和
の
両
面
で
接
し
て
い

る
。
も
し
少
し
で
も
、
韓
国

当
局
に
よ
る
誘
引
・
拉
致
の

可
能
性
が
あ
れ
ば
「
黙
認
」

な
ど
あ
り
得
な
い
。

２００９年に来日し、日本語を教わった拉
致被害者・田口八重子さんの息子と対
面し涙する金賢姫

脱北者保護システムを破壊するのか 集
団
脱
出
の
食
堂
従
業
員
を
脅
す「
民
主
派
弁
護
士
」

謀
略
説
持
ち
込
ま
れ

審
理
長
期
化
で
葛
藤
増
幅
も

法
廷
引
き
出
し
狙
う

「
拉
致
」主
張
の
北
と
連
携
密
に

「
人
身
救
済
審
査
」
を
悪
用

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
司
法

想
起
さ
れ
る
べ
き
金
賢
姫
（
Ｋ
Ａ
Ｌ
機

爆
破
事
件

）

「
良
心
宣
言
」強
い
る
？

「
人
民
裁
判
」に
等
し
い
暴
挙
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【
山
梨
】
浅
川
伯
教
・
巧

兄
弟
を
「
偲
ぶ
会
総
会
」
が

２６
日
、
山
梨
県
北
杜
市
で
行

わ
れ
た
。
同
会
は
今
年
が
創

立
２０
周
年
。
総
会
に
は
３
０

０
人
が
参
加
し
た
。

「
偲
ぶ
会
」
の
永
関
福
次

会
長
は
「
韓
国
の
人
々
と
協

力
し
、
兄
弟
の
業
績
を
伝
え

て
こ
ら
れ
た
の
は
光
栄
だ
」

と
述
べ
た
。
特
に
弟
の
巧
が

昨
年
、
朝
鮮
日
報
と
国
立
大

韓
民
国
歴
史
博
物
館
が
選
定

し
た
「
韓
国
を
輝
か
せ
た
世

界
の
７０
人
」
に
選
ば
れ
た
こ

と
は
「
２０
年
経
っ
た
い
ま
、

韓
国
の
人
々
に
も
徐
々
に
認

知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
」
と
感
慨
深
げ
に
語
っ

た
。
記
念
事
業
と
し
て
韓
国

に
あ
る
巧
の
墓
地
に
標
識

（
記
念
碑
な
ど
）
と
「
東
屋
」

の
建
立
を
推
進
し
て
い
く
。

浅
川
兄
弟
の
存
在
を
広
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
漫
画

化
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い

る
。
同
会
事
務
局
次
長
の
比

奈
田
善
彦
さ
ん
は
「
漫
画
を

通
じ
て
、
兄
弟
の
功
績
を
も

っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
偲
ぶ
会
の
次
な

る
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」

と
語
っ
た
。

浅
川
伯
教
・
巧
兄
弟
は
現

・
北
杜
市
出
身
。
植
民
地
統

治
下
の
韓
国
で
現
地
の
陶
芸

に
感
銘
を
受
け
、
ソ
ウ
ル
市

に
朝
鮮
民
族
美
術
館
を
開
設

し
た
。
ま
た
窯
跡
へ
の
調
査

を
重
ね
、
著
作
な
ど
を
通
じ

て
韓
国
の
陶
芸
文
化
を
日
本

に
伝
え
た
。
特
に
、
第
の
巧

さ
ん
は
韓
半
島
の
特
化
に
も

貢
献
し
た
。

総会で記念事業について発表する永関福次会長

中
村
と
ら
あ
き
さ
ん
は
４

月
、
民
団
板
橋
支
部
「
桜
見

の
集
い
」
で
団
員
と
交
流
し

た
。
今
年
初
め
て
婦
人
会
の

全
国
大
研
修
に
も
講
師
と
し

て
呼
ば
れ
、
「
み
な
さ
ん
の

お
力
に
な
り
た
い
」
と
訴
え

た
。難

関
の
ソ
ウ
ル
大
学
校
行

政
大
学
院
で
行
政
学
博
士
の

学
位
を
取
得
し
た
。
日
本
人

の
博
士
号
は
同
大
学
院
初
。

専
門
は
行
政
学
、
公
共
経
営

な
ど
。

「
韓
国
は
公
会
計
に
い
ち

早
く
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
導

入
す
る
な
ど
Ｉ
Ｍ
Ｆ
事
態
以

降
、も
の
す
ご
く
努
力
し
た
。

行
政
改
革
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
決
定
速
度
が
と
て
も
早

い
。
日
本
と
比
較
す
る
う
え

で
、
同
じ
ア
ジ
ア
圏
の
韓
国

が
勉
強
す
る
う
え
で
最
適
と

考
え
た
」

慶
応
大
学
の
大
学
院
博
士

課
程
を
単
位
取
得
退
学
し
て

１
９
９
９
年
８
月
に
留
学
。

当
初
、
韓
国
語
は
ご
く
初
歩

的
な
知
識
し
か
な
か
っ
た
。

昼
間
は
韓
国
語
の
学
習
、
夜

は
英
語
と
韓
国
語
の
専
門
書

と
格
闘
す
る
毎
日
。
７
、
８

枚
の
レ
ジ
ュ
メ
を
つ
く
る
の

に
１
カ
月
か
か
っ
た
こ
と

も
。
結
局
、
博
士
号
取
得
ま

で
７
年
半
か
か
っ
た
。

中
村
さ
ん
は
、
「
頑
張
れ

ば
な
ん
と
か
な
る
」
と
自
ら

を
励
ま
し
て
き
た
と
い
う
。

人
か
ら
は
「
も
の
に
動
じ
な

い
」
性
格
だ
と
評
さ
れ
て
い

る
。そ
れ
で
も
、５
年
間
の
奨

学
金
受
給
期
限
が
切
れ
て
日

本
語
学
校
で
２
年
間
ア
ル
バ

イ
ト
し
た
と
き
は
内
心
、
大

変
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

学
位
取
得
後
は
ソ
ル
ブ
リ

ッ
ジ
国
際
大
学
で
７
年
余
り

助
教
授
と
し
て
勤
務
し
た
。

日
本
に
は
１４
年
冬
に
帰
国
。

韓
国
滞
在
は
１５
年
間
に
お
よ

ん
だ
。
現
在
、
自
民
党
板
橋

区
議
で
明
治
大
学
兼
任
講
師

も
。
４４
歳
。

【
宮
城
】
第
２２
回
在
日
本

韓
国
人
学
生
ウ
リ
マ
ル
イ
ヤ

ギ
大
会
（
韓
国
教
育
財
団
主

催
、
仙
台
韓
国
教
育
院
、
民

国
宮
城
本
部
主
管
）が
２５
日
、

仙
台
で
初
開
催
さ
れ
た
。
駐

日
韓
国
大
使
館
の
崔
成
有
教

育
官
と
梁
桂
和
駐
仙
台
総
領

事
、
民
団
か
ら
も
朴
清
浩
議

長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

来
賓
が
見
守
っ
た
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

在
日
同
胞
１８
人
が
ス
ピ
ー

チ
。
「
日
本
学
校
の
部
」
は

李
有
彬
さ
ん
（
福
岡
市
立
香

椎
東
小
学
校
３
年
）
が
「
私

の
お
祖
母
さ
ん
」
で
大
賞
に

選
ば
れ
た
。
テ
ー
マ
に
し
た

の
は
慶
尚
道
に
住
む
大
好
き

な
お
祖
母
さ
ん
の
方
言
。
会

場
の
笑
い
と
涙
を
誘
っ
た
。

銀
賞
は
閔
志
尚
さ
ん
（
仙
台

市
上
杉
山
通
中
学
校
２
年
）

が
入
賞
し
た
。

「
韓
国
学
校
の
部
」
大
賞

は
「
東
京
の
ト
ッ
ポ
キ
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
た
李
在
彬

さ
ん
（
東
京
韓
国
学
校
高
等

部
２
年
）
。
３
兄
弟
の
２
番

目
で
消
極
的
な
性
格
が
民
族

学
校
に
通
う
う
ち
に
変
わ
っ

た
こ
と
、
将
来
は
韓
日
の
懸

け
橋
に
な
る
と
い
う
大
き
な

夢
を
語
っ
た
。

仙
台
韓
国
教
育
院
の
河
泰

成
院
長
が
大
会
辞
で
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
た
。

「日本学校の部」で大賞
を受賞した李有彬さん

婦
人
会
石
川
が

韓
国
食
材
出
店

金
沢
国
際
交
流
祭

【
石
川
】
「
世
界
の
人
た

ち
と
出
会
お
う
！
交
流
し
よ

う
！
つ
な
が
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
２５
、
２６
の
両
日
、
金
沢

市
内
で
開
か
れ
た
「
国
際
交

流
ま
つ
り
」
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
に
婦
人
会
石
川
本

部
（
金

嬉
会
長
）
が
チ
ヂ

ミ
の
ブ
ー
ス
を
出
店

写

真
。
２６
日
は
婦
人
会
の
ブ
ー

ス
に
行
列
が
で
き
約
３
０
０

枚
を
売
り
尽
く
し
た
。

ま
つ
り
は
金
沢
に
い
な
が

ら
に
し
て
世
界
を
五
感
で
感

じ
と
ろ
う
と
す
る
毎
年
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
。
世
界
各
国
の

料
理
や
民
芸
品
の
ブ
ー
ス
が

並
び
、
ダ
ン
ス
や
演
奏
が
楽

し
め
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
で

７
月
か
ら
放
映

内
容
リ
メ
ー
ク

「
未
生
」
は
フ
ジ
テ
レ
ビ

が
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
～
期
待
ゼ
ロ

の
新
入
社
員
～
」
と
リ
メ
ー

ク
の
う
え
、
７
月
１７
日
２１
時

か
ら
全
国
放
送
す
る
。
主
演

は
Ｈ
ｅ
ｙ
！
Ｓ
ａ
ｙ
！
Ｊ
Ｕ

Ｍ
Ｐ
の
中
島
裕
翔
（
な
か
じ

ま
・
ゆ
う
と
）
さ
ん
。
中
島

さ
ん
は
こ
れ
が
ゴ
ー
ル
デ
ン

タ
イ
ム
連
ド
ラ
へ
の
単
独
初

出
演
と
な
る
。

編
成
企
画
の
渡
辺
恒
也
さ

ん
は
「
い
ま
ま
で
の
韓
流
ド

ラ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
と
ま
っ
た

く
異
な
る
。
こ
ん
な
面
白
い

も
の
を
放
っ
て
お
け
な
い
と

思
い
、
リ
メ
ー
ク
権
を
交
渉

し
た
。
社
会
環
境
の
違
い
な

ど
日
本
の
感
覚
に
合
わ
せ
て

ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
が
、
流

れ
て
い
る
人
々
の
感
情
は
場

所
や
時
代
を
超
え
た
普
遍
的

な
も
の
」
と
話
し
て
い
る
。

韓
国
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、
ド

ラ
マ
化
も
さ
れ
た
漫
画
『
未

生

ミ
セ
ン
』
の
日
本
語
版

第
１
～
３
巻
が
２３
日
、
講
談

社
コ
ミ
ッ
ク
ク
リ
エ
イ
ト
か

ら
刊
行
さ
れ
た
。
全
９
巻
フ

ル
カ
ラ
ー
。

「
ミ
セ
ン
」は
囲
碁
用
語
。

漢
字
で
書
く
と
「
未
生
」
と

な
る
。
「
死
に
石
」
に
見
え

て
も
ま
だ
完
全
な「
死
に
石
」

で
は
な
く
、
ど
ち
ら
に
も
転

ぶ
石
の
こ
と
を
い
う
。

プ
ロ
棋
士
の
夢
に
挫
折
し

た
主
人
公
が
、
満
足
な
社
会

経
験
も
学
歴
も
な
い
な
か
総

合
商
社
に
コ
ネ
入
社
。
組
織

の
一
員
と
し
て
絶
望
を
感
じ

な
が
ら
も
生
き
返
っ
た
状
態

の
石
「
完
生
（
ワ
ン
セ
ン
）」

に
な
る
た
め
に
奮
闘
す
る
と

い
う
物
語
。

原
作
を
書
い
た
の
は
韓
国

の
社
会
派
ウ
ェ
ブ
漫
画
作
家

の
ユ
ン
・
テ
ホ
さ
ん
。
国
内

で
１０
億
ア
ク
セ
ス
を
記
録
し

コ
ミ
ッ
ク
ス
は
累
計
２
０
０

万
部
突
破
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
必
読
書
と
な
っ
て
い
る
。

毎
月
２
巻
ず
つ
発
売
。

『未生』第１巻の表紙

５
月
１７
日
の
同
じ
日
に
、

旧
日
本
軍
の
元
慰
安
婦
だ
っ

た
コ
ン
・
ジ
ョ
ム
ヨ
プ
さ
ん

（
９６
）
が
韓
国
で
、
イ
・
ス

ダ
ン
さ
ん
（
９５
）
が
中
国
の

黒
竜
江
省
東
寧
市
で
亡
く
な

っ
た
。
一
人
、
ま
た
ひ
と
り

と
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
訃
報
に

接
す
る
に
つ
け
、
言
い
よ
う

の
な
い
痛
み
が
走
る
。

イ
さ
ん
の
よ
う
に
故
郷
に

戻
れ
ず
、
中
国
で
生
き
抜
く

し
か
な
か
っ
た
女
性
た
ち
の

解
く
こ
と
の
で
き
な
い
恨
の

深
さ
は
い
か

ば
か
り
か
。

イ
さ
ん
の

よ
う
な
存
在

を
知
っ
た
の

は
、
韓
国
人

写
真
家
、
安

世

鴻

さ

ん

（
名
古
屋
市

在
住
）
が
中

国
に
残
さ
れ
た
元
慰
安
婦
の

姿
を
写
真
と
文
章
で
収
め
た

著
書
『
重
重
』
（
１３
年
刊
、

大
月
書
店
）
を
目
に
し
て
か

ら
だ
。

安
さ
ん
は
０１
年
か
ら
０５
年

ま
で
５
回
に
わ
た
り
中
国
を

訪
れ
、
各
地
で
１３
人
の
ハ
ル

モ
ニ
た
ち
を
探

し
当
て
た
。
こ

の
う
ち
８
人
が

紹
介
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
人

が
イ
さ
ん
だ
。

イ
さ
ん
は
１
９
４
０
年
、

１９
歳
の
と
き
に
故
郷
、
平
安

南
道
粛
川
郡
で
見
た「
工
人
」

の
募
集
広
告
を
見
て
黒
竜
江

省
の
阿
城
に
や
っ
て
き
た
。

だ
が
実
際
は
工
人
で
は
な

く
、
阿
城
の
慰
安
所
に
送
ら

れ
た
。当
時
の
日
本
名
は「
ひ

と
み
」
。
後
に
別
の
慰
安
所

に
売
り
飛
ば
さ
れ
る
。
解
放

後
、
帰
郷
は
か
な
わ
ず
現
地

に
残
っ
た
。

安
さ
ん
の
丹
念
な
取
材
に

よ
っ
て
見
え
て
き
た
の
は
、

ハ
ル
モ
ニ
た
ち
は
過
去
に
受

け
た
心
身
の
苦
痛
、
悲
し
み

を
背
負
い
な
が
ら
、
な
お
か

つ
貧
困
や
孤
独
、
病
気
に
耐

え
て
き
た
姿
だ
。
そ
し
て
誰

も
が
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
て

い
た
。

安
さ
ん
は
０３
年
、
ソ
ウ
ル

で
の
「
重
重
」
写
真
展
を
皮

切
り
に
、
東
京
、
米
国
で
も

開
催
し
て
き
た
。
写
真
展
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
「
深
く
刻

ま
れ
た
皺
、
四
方
に
散
ら
ば

る
手
垢
の
つ
い
た
物
、
涙
を

溜
め
た
瞳
か
ら
、
彼
女
た
ち

の
行
き
詰
ま
っ
た
心
が
見
え

る
。
全
て
が
彼
女
た
ち
の
過

去
か
ら
現
在
に
至
る
人
生
そ

の
ま
ま
を
見
せ
て
く
れ
た
」

と
書
い
て
い
る
。

８
人
の
ハ
ル
モ
ニ
の
な
か

で
０５
年
に
韓
国
へ
帰
国
し
た

キ
ム
・
ス
ノ
ク
さ
ん
以
外
の

７
人
は
、
す
で
に
世
を
去
っ

た
。ハ

ル
モ
ニ
た
ち
は
旧
日
本

軍
の「
慰
安
婦
制
度
」の
下
、

慰
安
所
に
監
禁
さ
れ
性
労
働

に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
被
害
者

だ
。
そ
の
彼
女
た
ち
が
韓
国

社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

韓
国
独
立
運
動
史
研
究
所

が
企
画
、
韓
国
独
立
記
念
館

が
発
行
し
た
『
日
本
軍
「
慰

安
婦
」
の
こ
と
、
知
っ
て
い

ま
す
か
』
で
、
著
者
の
姜
貞

淑
さ
ん
（
成
均
館
大
学
校
東

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
所
責
任
研

究
員
）
が
言
及
し
て
い
る
。

「
帰
還
し
た
彼
女
た
ち
が

長
い
間
、
『
慰
安
婦
』
と
し

て
強
制
さ
れ
た
暗
い
過
去
を

足
か
せ
の
よ
う
に
は
め
て
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
韓
国
の
人
々

も
そ
の
痛
み
を
癒
し
て
あ
げ

る
こ
と
を
考
え
ず
、
む
し
ろ

無
関
心
と
白
い
目
で
み
る
傾

向
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
と

さ
ら
遺
憾
で
あ
る
」

金
学
順
さ
ん
が
韓
国
で
初

め
て
元
慰
安
婦
で
あ
る
と
名

乗
り
を
上
げ
た
の
は
９１
年
。

私
た
ち
は
こ
の
２５
年
間
で
ど

れ
ほ
ど
実
態
の
把
握
に
努

め
、
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
の
気
持

ち
に
寄
り
添
お
う
と
し
た
だ

ろ
う
か
。

韓
国
で
は
９２
年
１
月
か

ら
、
元
慰
安
婦
の
問
題
解
決

を
訴
え
る
水
曜
デ
モ
が
駐
韓

日
本
大
使
館
前
で
行
わ
れ
て

き
た
。
恨
は
晴
ら
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か

し
、
運
動
を
牽

引
す
る
の
は
、

反
日
・
反
政
府

を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
か
の

よ
う
な
団
体
だ
。
ハ
ル
モ
ニ

た
ち
を
政
治
利
用
し
な
が

ら
、
自
ら
の
主
義
を
貫
こ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見

え
な
い
。

こ
の
団
体
に
対
す
る
違
和

感
は
ず
っ
と
あ
っ
た
。昨
年
、

慰
安
婦
問
題
で
韓
日
両
国
が

合
意
し
た
。
賛
否
の
声
は
あ

る
も
の
の
、
韓
国
の
外
交
部

幹
部
ら
の
説
明
に
よ
っ
て
、

１０
人
以
上
の
ハ
ル
モ
ニ
が
評

価
し
た
と
い
う
。
だ
が
団
体

側
は
「
合
意
は
許
さ
な
い
」

の
一
点
張
り
で
通
し
て
い

る
。被

害
者
女
性
を
置
き
去
り

に
し
た
よ
う
な
進
め
方
に
、

一
部
の
ハ
ル
モ
ニ
か
ら
批
判

も
出
て
い
る
。
双
方
の
考
え

方
や
感
情
の
食
い
違
い
が
浮

き
彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
月
２２
日
、
元
慰
安
婦
被

害
者
１
人
が
亡
く
な
り
、
韓

国
政
府
に
登
録
さ
れ
て
い
る

慰
安
婦
被
害
者
２
３
８
人

中
、
生
存
者
は
４１
人
だ
け
と

な
っ
た
。

被
害
者
女
性
は
ず
っ
と
、

残
り
の
人
生
を
人
間
ら
し
く

生
き
た
い
と
思
っ
て
き
た
に

違
い
な
い
。
私
た
ち
は
そ
れ

に
応
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

真
剣
に
考
え
る
と
き
に
き
て

い
る
。

崔
安
子
（
５８
、
東
京
、
会

社
員
）

韓国語の模擬授業

韓
国
語
や
英
語

授
業
模
擬
体
験

金
剛
学
園
小
学
校

【
大
阪
】
来
年
小
学
校
に

入
学
す
る
幼
児
を
対
象
と
し

た
体
験
入
学
、
お
よ
び
学
校

説
明
会
が
２５
日
、
大
阪
市
住

之
江
区
の
金
剛
学
園
で
あ
っ

た
。
保
護
者
も
合
わ
せ
２０
人

余
り
が
参
加
し
た
。

幼
児
は
英
語
の
学
習
で
音

楽
に
合
わ
せ
て
１
か
ら
５
ま

で
の
数
字
を
習
っ
た
。
み
ん

な
大
き
な
声
を
出
し
て
発
音

を
繰
り
返
し
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
時
間
と
な
っ
た
。
韓
国

語
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

自
分
の
名
前
や
果
物
を
ハ
ン

グ
ル
で
表
記
す
る
な
ど
、
ゲ

ー
ム
感
覚
で
楽
し
ん
で
い

た
。
保
護
者
は
別
室
で
学
校

の
特
色
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

漫
画『
高
麗
若
光
物
語
』

関
係
市
町
に
寄
贈

【
埼
玉
】
一
般
社
団
法
人

「
高
麗
１
３
０
０
」
（
大
野

松
茂
理
事
長
、
日
高
市
）
は

高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年
記

念
「
ま
ん
が
高
麗
王
若
光
物

語
」（
比
古
地
朔
弥
ま
ん
が
、

高
麗
文
康
協
力
・
監
修
）
を

旧
高
麗
郡
地
域
に
寄
贈
し
て

い
る
。

こ
の
漫
画
は
高
句
麗
か
ら

日
本
に
や
っ
て
き
た
若
光
が

高
句
麗
滅
亡
後
、
朝
廷
か
ら

初
代
郡
司
の
任
命
を
受
け
て

日
高
市
と
飯
能
市
を
中
心
と

す
る
武
蔵
国
に
高
麗
郡
を
建

郡
す
る
ま
で
を
描
く
。
高
麗

郡
建
郡
１
３
０
０
年
マ
ン
ガ

製
作
委
員
会
が
広
く
協
賛
金

を
募
っ
て
出
版
し
た
。

４
月
の
日
高
市
を
皮
切
り

に
飯
能
市
、
鶴
ヶ
島
市
、
狭

山
市
、
川
越
市
な
ど
に
寄
贈

し
た
。
今
月
中
に
は
８
市
３

町
す
べ
て
に
届
け
る
予
定
。

各
市
長
、
町
長
ら
は
「
高
麗

郡
の
歴
史
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
。
漫
画
と

い
う
ア
イ
デ
ア
は
す
ば
ら
し

い
」
と
歓
迎
し
て
い
る
。

税
別
１
０
０
０
円
。
問
い

合
わ
せ
は
高
麗
１
３
０
０
事

務
局
（
０
４
２
・
９
７
８
・

７
４
３
２
）

■
民
団
関
連
行
事

◆
東

京

▽
在
日
韓
国
人
貴
金
属
協
会

「
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

３
日
１４
時
／
田
町
・
東
京

ポ
ー
ト
ボ
ウ
ル
▽
目
黒
支
部

「
球
友
会
」

５
日
７
時
５８

分
／
姉
ヶ
崎
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
▽
在
日
世
界
韓
人
商
工

会
連
合
会
「
定
期
総
会
」

５
日
１４
時
／
韓
国
文
化
院
▽

婦
人
会
東
京
本
部
「
国
際
伝

統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

９
日
１３
時
半
／
韓
国
文
化

院
▽
新
宿
支
部
「
子
供
も
大

人
も
川
遊
び
」

１８
日
８
時

半
／
奥
多
摩
ア
メ
リ
カ
村
キ

ャ
ン
プ
場
▽
杉
並
支
部
「
オ

リ
ニ
一
日
プ
ー
ル
遊
び
」

１８
日
１０
時
半
／
と
し
ま
え
ん

プ
ー
ル

◆
神
奈
川

▽
川
崎
支
部
「
初
夏
日
帰
り

旅
行
」

１１
日
８
時
半
／
伊

豆
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
な
ど
▽

川
崎
市
日
韓
親
善
協
会
「
韓

国
旅
行
」

２０
～
２３
日
／
韓

国
富
川
市

◆
山

梨

▽
南
北
都
留
支
部
「
支
部
青

年
会
・
留
学
生
交
流
会
」

３０
日
１１
時
半
／
松
葉
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
富
士
見
つ
り
ぼ
り

◆
茨

城

▽
中
央
支
部
「
地
引
網
」

１０
日
１１
時
／
大
洗
海
岸

◆
埼

玉

▽
本
部
「
新
旧
定
住
同
胞
和

合
の
集
い
」

２
日
１１
時
／

本
部
会
館
▽
本
部
「
オ
リ
ニ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

２２
～

２４
日
９
時
／
群
馬
県
片
品
村

◆
西
東
京

▽
本
部「
オ
リ
ニ
夏
季
学
校
」

２２
～
２４
日
／
群
馬
県
利
根

郡◆
静

岡

▽
本
部
「
文
化
サ
ロ
ン
」

４
・
１１
・
２５
日
１４
時
半
／
本

部
会
館

◆
新

潟

▽
新
潟
県
日
韓
親
善
協
会

「
納
涼
懇
親
会
」

２９
日
１５

時
半
／
新
潟
東
映
ホ
テ
ル

◆
青

森

▽
本
部
「
オ
リ
ニ
夏
季
キ
ャ

ン
プ
・
青
年
会
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」

２５
日
９
時
～
２６
日

１７
時
／
花
巻
南
温
泉
、
ホ
テ

ル
志
戸
平
▽
青
森
地
区
日
韓

親
善
協
会
「
定
期
総
会
」

４
日
１６
時
半
／
青
森
国
際
ホ

テ
ル

◆
山

形

▽
山
形
県
日
韓
親
善
協
会
・

本
部
「
交
流
会
」

２３
日
１２

時
半
／
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

◆
岩

手

▽
岩
手
県
日
韓
親
善
協
会
・

婦
人
会
岩
手
県
本
部
「
定
期

総
会
・
交
流
会
」

１２
日
１６

時
・
１６
時
４０
分
／
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
、
盛
岡
ニ
ュ

ー
ウ
イ
ン
グ
▽
婦
人
会
岩
手

県
本
部「
韓
国
料
理
講
習
会
」

２０
日
１０
時
／
本
部
会
館

◆
愛

知

▽
中
村
支
部
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
」

３
日
１０
時
半
／
ラ

ウ
ン
ド
ワ
ン
名
駅
南
店
▽
東

中
支
部「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

３
日
１４
日
／
キ
ャ
ッ
ス
ル

ボ
ウ
ル
▽
東
中
支
部
「
韓
国

旅
行
」

１１
～
１４
日
／
釜
山

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
▽
本
部

「
オ
リ
ニ
キ
ャ
ン
プ
」

１６

～
１８
日
／
美
浜
少
年
自
然
の

家
▽
新
西
支
部「
料
理
教
室
」

２３
日
１０
時
／
支
部
会
館
▽

瀬
戸
・
尾
張
旭
・
長
久
手
日

韓
親
善
協
会「
納
涼
の
夕
べ
」

２３
日
１８
時
／
パ
ル
テ
ィ
せ

と
▽
新
西
支
部
「
新
西
支
部

・
一
宮
支
部
合
同
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」

３０
日
１８
時
／
稲

沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
テ
ル

◆
三

重

▽
本
部
「
次
世
代
育
成
韓
日

オ
リ
ニ
交
流
事
業
」

１６
日

７
時
／
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
・

お
菓
子
の
城
▽
体
育
会
中
央

「
第
１０
回
オ
リ
ニ
フ
ッ
ト
サ

ル
全
国
大
会
」

１０
日
９
時

半
／
桑
名
市
輪
中
ド
ー
ム

◆
大

阪

▽
在
日
本
関
西
韓
国
人
連
合

会
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」

２
日
１０
時
／
旭

国
際
宝
塚
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽

部
▽
青
年
会
大
阪
本
部
「
大

人
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」

９

日
１３
時
／
Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ

ｔ
ａ
▽
韓
国
大
阪
青
年
会
議

所「
認
准
４５
周
年
記
念
式
典
」

２２
日
１８
時
／
ホ
テ
ル
リ
ッ

ツ
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
▽
青
年

会
大
阪
本
部
「
年
齢
限
定
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」

２４
日
１３
時
／
堂
島
ホ
テ
ル

◆
兵

庫

▽
駐
神
戸
韓
国
総
領
事
館

「
韓
半
島
情
勢
・
韓
日
関
係

講
演
会
」

９
日
１１
時
／
本

部
会
館

◆
奈

良

▽
本
部
「
オ
リ
ニ
キ
ム
チ
手

作
り
教
室
」

１７
日
１１
時
／

大
阪
府
・
班
家
食
品
▽
本
部

「
韓
紙
工
芸
教
室
」

２４
日

１３
時
／
奈
良
韓
国
人
会
館

◆
和
歌
山

▽
新
宮
支
部
「
懇
親
会
」

３
日
１２
時
／
ま
え
田

◆
広

島

▽
駐
広
島
韓
国
総
領
事
館

「
韓
日
経
済
交
流
支
援
ビ
ジ

ネ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

７
～
８
日
１０
時
５０
分
／
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◆
鳥

取

▽
本
部
「
韓
国
江
原
道
交
流

ツ
ア
ー
」

１５
～
１７
日
／
江

原
道

◆
島

根

▽
本
部
「
韓
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
松
江
大
会
」

２３
日
１３
時
半
／
松
江
市
国
際

交
流
会
館

◆
山

口

▽
慶
尚
南
道
「
慶
南
在
外
同

胞
子
女
母
国
文
化
体
験
研

修
」

２５
～
２９
日
／
慶
尚
南

道◆
福

岡

▽
体
育
会
九
州
本
部
「
九
州

韓
国
人
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

３
日
１２
時
／
宗
像
ボ
ウ
ル

▽
福
岡
納
税
経
友
会
「
第
２３

回
定
期
総
会
」

９
日
１８
時

／
小
倉
支
部
会
館
▽
福
岡
県

日
韓
親
善
協
会「
定
期
総
会
」

２５
日
１６
時
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ

◆
長

崎

▽
本
部
・
佐
賀
県
本
部
「
オ

リ
ニ
夏
季
交
流
会
」

１８
日

１０
時
半
／
佐
賀
県
唐
津
市

◆
佐

賀

▽
本
部
・
長
崎
県
本
部
「
オ

リ
ニ
夏
季
キ
ャ
ン
プ
」

１７

～
１８
日
／
唐
津
市

◆
大

分

▽
本
部
「
オ
リ
ニ
夏
季
キ
ャ

ン
プ
」

１８
日
１０
時
／
豊
陽

荘◆
宮

崎

▽
本
部
「
創
立
７０
周
年
韓
日

友
好
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
」

２７
日
１８
時
半
／

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
▽
婦
人
会

宮
崎
県
本
部
「
伝
統
料
理
講

習
会
」

１
日
１０
時
／
本
部

会
館

◆
沖

縄

▽
本
部「
韓
国
語
弁
論
大
会
」

１０
日
１４
時
／
沖
縄
県
立
博

物
館
・
美
術
館

◆
高

知

▽
本
部
「
四
万
十
平
和
の
塔

慰
霊
訪
問
」

５
日
１１
時
／

高
岡
郡
四
万
十
町
▽
本
部

「
オ
リ
ニ
キ
ャ
ン
プ
」

２６

日
９
時
１５
分
／
海
辺
の
自
然

学
校

■
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

◆
神
奈
川

▽
実
行
委
員
会
「
相
模
湖
・

ダ
ム
建
設
殉
職
者
合
同
追
悼

会
」

３１
日
１３
時
半
／
県
立

相
模
湖
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
愛

知

▽
岡
崎
市
「
市
政
１
０
０
周

年
記
念
『
食
育
メ
ッ
セ
』
」

岡
崎
支
部
が
屋
台
出
店

２

～
３
日
９
時
半
／
岡
崎
中
央

総
合
公
園

◆
福

岡

▽
長
輿
市
「
長
輿
水
祭
り
」

２９
～
８
月
１
日
／
長
輿
市

内

韓
国
人
の
心
の
中
に
生
き
る

浅
川
伯
教
・
巧
を
漫
画
に

「
偲
ぶ
会
」が
２０
周
年
記
念
事
業

在
日
学
生
ウ
リ
マ
ル
イ
ヤ
ギ
大
会

東
北
地
区
で
初
開
催

サラリーマン奮闘記

『未生』日本語版刊行
韓国で２００万部突破

政
治
優
先
で
い
い
の
？

「
心
安
ら
か
な
余
生
」か
な
え
て

ソウル大学行政大学院で博士号 日本人初

中村虎彰
板橋区議「在日韓国人の力になりたい」

置
き
去
り
の
元

慰
安
婦

民論団論

（４）２０１６年６月２９日（水曜日）民 団 新 聞

７月の

予 定

（第３種郵便物認可）第２８４３号



【
神
奈
川
】
神
奈
川
韓
国

綜
合
教
育
院
（
金
栄
哲
理
事

長
）
の
第
３
回
コ
リ
ア
ン
カ

ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
（
韓
国
歴

史
文
化
講
座
）
が
２１
日
、
横

浜
市
神
奈
川
区
の
神
奈
川
韓

国
会
館
で
行
わ
れ
、
孫
正
寅

氏
（
民
団
横
浜
支
部
前
事
務

部
長
）
が
「
父
、
孫
基
禎
マ

ラ
ソ
ン
優
勝
８０
周
年
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

孫
基
禎
翁
は
植
民
地
統
治

期
の
１
９
３
６
年
、
ベ
ル
リ

ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
の

丸
を
胸
に
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
出
場
し
、
ト
ッ
プ

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
の
ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜
け

た
。
正
寅
氏
は
講
演
で
、
君

が
代
が
流
れ
る
表
彰
台
で
父

が
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
と
き

の
屈
辱
と
、
そ
の
後
の
苦
難

の
生
涯
を
語
っ
た
。

正
寅
氏
は
「
日
本
の
子
ど

も
た
ち
に
講
演
し
て
も
、
父

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
子
が

い
な
い
」
「
韓
国
の
子
ど
も

た
ち
は
知
っ
て
い
る
が
、
日

本
の
代
表
だ
っ
た
こ
と
は
知

ら
な
い
」
と
残
念
が
っ
た
。

孫
基
禎
翁
は
解
放
後
、
大

韓
体
育
会
の
副
会
長
や
韓
国

陸
連
会
長
、
韓
国
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
（
Ｋ
Ｏ
Ｃ
）
常

任
委
員
な
ど
を
歴
任
。
８８
年

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

１０
万
人
の
大
観
衆
の
見
守
る

な
か
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
一

人
と
し
て
１

を
走
っ
た
。

正
寅
氏
は
「
父
は
世
界
で

い
ち
ば
ん
幸
せ
な
人
で
あ
っ

た
」
「
父
の
残
し
た
功
績
を

語
っ
て
い
く
こ
と
が
自
分
の

役
目
」
と
語
っ
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
法
務
省
人
権
擁
護
局
が

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
許
さ

な
い
。
」
を
前
面
に
打
ち
出

し
た
攻
め
の
啓
発
・
広
報
活

動
を
各
地
で
展
開
し
て
い

る
。法

施
行
直
後
の
１１
日
に
見

慣
れ
た
黄
色
の
啓
発
ポ
ス
タ

ー
を
法
務
省
の
掲
示
板
に
ズ

ラ
リ
と
並
べ
た
の
に
も
強
い

意
思
が
う
か
が
え
る
。
よ
く

見
る
と
、
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
知
ら
せ
る
但
し
書
き

が
新
た
に
加
わ
っ
た
の
が
わ

か
る
。人
権
擁
護
局
で
は「
時

間
的
に
新
た
に
ポ
ス
タ
ー
を

作
り
な
お
す
時
間
が
な
か
っ

た
の
で
、
法
律
の
施
行
を
知

ら
せ
る
一
文
を
貼
り
付
け

た
」
と
の
こ
と
。

川
崎
市
で
は
デ
モ
当
日
の

５
日
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
ビ
ル
内

「
ア
ゼ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

啓
発
ス
ポ
ッ
ト
映
像
を
毎
時

９
回
放
映
。
デ
モ
現
場
近
く

の
中
原
平
和
公
園
で
は
広
告

宣
伝
車
（
ア
ド
ト
ラ
ッ
ク
）

を
使
っ
た
啓
発
活
動
を
行
っ

た
。
こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
、

京
急
川
崎
、Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
杉
、

東
急
武
蔵
小
杉
、
東
急
元
住

吉
の
各
駅
構
内
で
も
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
貼
り
だ
し
、
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
許
す
ま
じ
」

の
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

１９
日
に
は
大
阪
市
と
福
岡

市
で
も
ヘ
イ
ト
デ
モ
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
日
は
大
阪
市
道

頓
堀
戎
橋
の
ト
ン
ボ
リ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
Ｓ
＆
Ｗ
と
西
鉄
福

岡
駅
の
ソ
ラ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン

を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
毎
時
８

回
、
啓
発
ス
ポ
ッ
ト
映
像
を

流
し
た
。
川
崎
市
同
様
、
両

市
内
の
主
要
駅
構
内
に
は
一

斉
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
が
張
り

出
さ
れ
た
。
法
務
省
に
よ
れ

ば
、
費
用
は
今
年
度
の
啓
発

に
必
要
な
予
算
を
充
て
た
と

い
う
。
補
正
予
算
は
組
ん
で

い
な
い
。

民
団
創
団
７０
周
年
記
念
「
２
０
１
６
在
日
同
胞
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
開
催
ま
で

あ
と
１
カ
月
。
２６
日
に
は
東
京
・
港
区
の
韓
国
中
央
会
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と

す
る
事
前
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
全
国
か
ら
ス
タ
ッ
フ
、
リ
ー
ダ
ー
な
ど
６０
人
が
参
加
。

オ
リ
ニ
に
最
高
の
感
動
体
験
を
届
け
よ
う
と
真
剣
な
表
情
で
講
義
に
臨
み
、
テ
ー
マ
ダ

ン
ス
の
練
習
に
汗
を
流
し
た
。

オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の

参
加
者
は
過
去
最
多
の
４
５

３
人
。
こ
の
う
ち
、
韓
半
島

に
ル
ー
ツ
を
持
つ
日
本
国
籍

者
は
１
７
０
人
、
複
数
国
籍

者
も
１
０
０
人
を
数
え
る
。

リ
ー
ダ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
た
総
勢
は
約
６
０
０
人
。

こ
の
日
の
研
修
に
は
母
国
修

学
生
や
韓
国
で
日
本
語
を
学

ぶ
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
除

く
６０
人
が
参
加
。
民
団
中
央

本
部
の
許
謹
一
副
団
長
も
激

励
に
訪
れ
た
。

冒
頭
、
金
昭
夫
引
率
団
長

が
、
「
在
日
の
オ
リ
ニ
に
と

っ
て
本
国
で
初
め
て
出
会
う

同
世
代
の
仲
間
と
の
友
情
や

小
学
生
時
代
の
思
い
出
は
一

生
の
宝
物
に
な
る
。
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
の
成
功
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り

の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
」

と
激
励
し
た
。

日
程
は
７
月
２７
～
３１
日
の

４
泊
５
日
間
。
参
加
者
が
多

い
こ
と
か
ら
恒
例
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
バ
ス
で
は
な

く
、
地
下
鉄
を
使
っ
て
の
移

動
と
な
る
。
ま
た
、
例
年
３

日
目
は
韓
国
国
内
の
小
学
校

を
訪
問
し
て
い
た
が
、
今
年

は
趣
向
を
凝
ら
し
、
東
大
門

区
体
育
館
に
ソ
ウ
ル
市
内
３

つ
の
初
等
学
校
か
ら
同
数
の

児
童
を
迎
え
て
総
勢
１
０
０

０
人
規
模
の
大
運
動
会
を
企

画
。
当
日
は
オ
リ
ニ
と
一
緒

に
パ
ワ
フ
ル
な
テ
ー
マ
ダ
ン

ス
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
繰
り
返
し
練
習
を

重
ね
た
。

東
京
都
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
公
認
講
師
の
東
正
樹

さ
ん
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
時
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
テ
ー
マ

と
す
る
実
技
は
、
９０
分
と
長

丁
場
。
だ
が
、
巧
み
な
話
術

と
進
行
で
参
加
者
を
飽
き
さ

せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

実
行
委
員
会
事
務
局
で
は

「
主
人
公
は
あ
く
ま
で
オ
リ

ニ
。
オ
リ
ニ
に
感
動
体
験
を

届
け
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
使
命
」

と
強
調
し
た
。

韓
国
国
内
で
も
７
月
３

日
、
現
地
志
願
者
を
対
象
に

同
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前

研
修
を
行
う
。

本番さながらテーマダンス「勝利の叫び」を練習する参加者たち

金

昌
さ
ん
（
１９
、
学
生

会
大
阪
会
長
）
は
２
０
０
６

年
、
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

に
初
め
て
参
加
し
た
。
当
時

出
会
っ
た
仲
間
と
一
緒
に
現

在
の
学
生
会
執
行
部
を
構
成

し
て
い
る
。
「
１０
年
が
経
過

し
た
い
ま
で
も
オ
リ
ニ
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
に
参
加
し
た
と
き

の
君
だ
よ
ね
と
い
っ
た
ら
わ

か
り
合
え
る
。
オ
リ
ニ
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
は
出
会
い
の
場
。

恩
返
し
し
た
か
っ
た
」
と
感

謝
の
思
い
で
事
務
局
の
一
員

に
加
わ
っ
た
。

オ
リ
ニ
た
ち
の
日
常
の
世

話
に
あ
た
る
リ
ー
ダ
ー
役
は

２
人
１
組
で
１２
人
を
預
か
る

だ
け
に
責
任
重
大
だ
。
今
回

が
２
、
３
回
目
と
い
う
ベ
テ

ラ
ン
も
目
立
っ
た
。

青
年
会
愛
知
本
部
の
代
表

監
査
で
も
あ
る
金
美
来
さ
ん

（
３３
）
は
、
青
年
会
で
も
オ

リ
ニ
事
業
を
担
っ
て
き
て
お

り
、
経
験
が
抱
負
。
「
な
に

よ
り
も
オ
リ
ニ
が
好
き
。
一

緒
に
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く

り
た
い
」
と
話
す
。

許
泰
弘
さ
ん（
２２
、
大
阪
）

は
２
年
前
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
し
、
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
と
い
う
。
「
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
終
了
後
、
民
団

の
行
事
に
参
加
し
た
オ
リ
ニ

か
ら
楽
し
か
っ
た
と
い
わ
れ

る
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
」

と
い
う
。
３
度
目
の
金
美
花

さ
ん
（
２２
、
大
阪
）
も
リ
ー

ダ
ー
は
あ
こ
が
れ
の
存
在
だ

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
「
私

の
班
で
よ
か
っ
た
と
い
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
張
り
切
っ
て
い
る
。

朴
美
花
さ
ん（
２３
、
茨
城
）

も
２
年
前
に
続
い
て
の
志

願
。
「
オ
リ
ニ
に
在
日
と
し

て
の
自
覚
、
韓
国
人
と
し
て

の
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
か
ら
」
と
話
す
。
研
修
に

つ
い
て
は
「
内
容
が
濃
か
っ

た
。
頑
張
ろ
う
と
思
う
気
に

さ
せ
ら
れ
た
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

東
京
の
文
岐
情
さ
ん（
２０
）

は
こ
れ
ま
で
、
青
年
会
東
京

本
部
主
催
の
オ
リ
ニ
キ
ャ
ン

プ
で
活
躍
し
て
き
た
。
リ
ー

ダ
ー
役
を
担
う
の
は
今
回
が

初
め
て
。
「
オ
リ
ニ
が
初
め

て
の
韓
国
で
い
い
思
い
出
を

つ
く
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

小
さ
な
弟
が
い
る
の
で
慣
れ

て
い
る
」
と
自
信
あ
り
げ
な

表
情
を
見
せ
た
。

遺影を前に講演

ソラリアビジョンを使った啓発映像（西鉄福岡駅）

大
使
館
領
事
部

窓
口
１９
時
ま
で

３
／
４
分
期
日
程
発
表

駐
日
韓
国
大
使
館
領
事
部

は
在
日
同
胞
の
便
宜
を
図
る

た
め
毎
月
２
回
、
窓
口
で
の

業
務
時
間
を
１９
時
ま
で
延
長

し
て
い
る
。
３
／
４
分
期
の

実
施
予
定
は
次
の
と
お
り
。

７
月
１４
、
２８
日
。８
月
１０
、

２５
日
。
９
月
８
、
２１
日
。
受

付
は
１８
時
４０
分
ま
で
。
対
象

は
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
外
国
民

登
録
、
家
族
関
係
登
録
、
公

証
（
領
事
確
認
）
な
ど
で
、

ビ
ザ
業
務
は
除
く
。

問
い
合
わ
せ
は
領
事
課

（
０
３
・
３
４
５
５
・
２
６

０
１
）。

【
大
阪
】
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
の
抑
止
策
を
定
め
た
全
国

初
の
条
例
「
大
阪
市
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
処
に
関
す

る
条
例
」
が
７
月
１
日
か
ら

全
面
施
行
さ
れ
る
。

こ
の
日
を
期
し
て
市
内
に

居
住
・
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
市
民
に
よ
る
申
し
出
、
な

い
し
は
通
報
に
に
よ
る
被
害

申
告
を
受
け
付
け
、
学
識
経

験
者
ら
で
構
成
す
る
審
査
会

が
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と

認
定
す
れ
ば
、
市
長
の
判
断

の
も
と
、
拡
散
防
止
措
置
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た

者
の
氏
名
・
団
体
の
名
称
な

ど
を
公
表
す
る
と
い
う
。

条
例
案
は
１
月
１５
日
、
自

民
党
以
外
の
賛
成
多
数
に
よ

っ
て
可
決
、
成
立
し
た
。
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
目
的
、
定

義
、
啓
発
を
定
め
た
１
条
か

ら
３
条
ま
で
は
１
月
１８
日
に

施
行
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
立
公
民
館
で
の
ヘ

イ
ト
集
会
を
黙
認
し
、
集
会

場
所
と
な
る
公
園
の
貸
し
出

し
も
許
可
し
て
き
た
こ
と
で

市
民
団
体
か
ら
は
不
満
の
声

が
起
き
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
大
阪
市
市

民
局
の
担
当
者
は
、
「
公
の

施
設
を
借
り
た
と
い
う
段
階

で
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行

う
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と

は
困
難
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
行
う
と
い
う
蓋
然
性
が
高

い
か
、
市
民
の
生
命
、
財
産

が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
な
け
れ
ば
不
許
可

に
で
き
な
い
」
と
話
し
て
お

り
、
７
月
１
日
以
降
も
し
ば

ら
く
は
様
子
見
の
姿
勢
の
よ

う
だ
。

市
民
レ
ベ
ル
で
独
自
の
規

制
条
例
案
を
作
成
し
、
２
万

筆
を
超
え
る
署
名
を
集
め
る

な
ど
し
て
対
処
条
例
の
成
立

を
後
押
し
し
て
き
た
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い
！

大
阪
の
会
」
は
７
月
１
日
、

あ
ら
た
め
て
市
と
大
阪
府
警

に
条
例
に
基
づ
く
対
処
措
置

を
要
望
し
て
い
く
予
定
だ
。

「
到
来
ま
つ
り
」

上
関
町
初
開
催

申
請
史
料
展
示
も

【
山
口
】
朝
鮮
通
信
使
が

寄
港
し
た
上
関
町
で
１９
日
、

同
町
と
し
て
は
初
の
「
朝
鮮

通
信
使
到
来
ま
つ
り
」
が
あ

っ
た
。
町
観
光
協
会
が
ユ
ネ

ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
へ
の
気

運
を
高
め
よ
う
と
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。

会
場
で
は
申
請
資
料
の
一

つ
、
朝
鮮
通
信
使
船
団
の
入

港
を
描
い
た
絵
図
「
朝
鮮
通

信
使
船
上
関
来
航
図
」
（
超

専
寺
所
蔵
）
が
特
別
展
示
さ

れ
、
町
内
外
の
人
た
ち
の
注

目
を
集
め
た
。
対
馬
藩
お
よ

び
関
係
す
る
藩
の
船
団
に
警

護
さ
れ
て
航
行
す
る
様
子
や

通
信
使
を
迎
え
入
れ
る
港
の

様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い

る
。上

関
は
当
時
、
萩
藩
の
直

轄
地
で
、
海
上
交
通
の
要
衝

と
し
て
栄
え
た
。
記
録
に
よ

れ
ば
朝
鮮
通
信
使
は
１
６
０

７
～
１
７
６
４
年
、
往
路
で

１１
回
入
港
し
た
。
下
関
を
出

て
瀬
戸
内
海
を
下
蒲
刈
（
呉

市
）
に
進
む
に
あ
た
っ
て
水

や
食
糧
を
調
達
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
韓
国
伝
統

舞
踊
団
ポ
ド
ル
フ
ェ
（
大
阪

府
東
大
阪
市
）
の
メ
ン
バ
ー

が
、
通
信
使
を
模
し
た
衣
装

で
行
進
曲
を
奏
で
た

写

真
。
ま
た
、
扇
の
舞
や
五
面

太
鼓
を
披
露
し
て
観
衆
を
沸

か
せ
た
。
代
表
の
高
茂
成
さ

ん
は
、
「
異
な
る
文
化
が
交

流
す
る
な
か
で
新
し
い
こ
と

が
生
ま
れ
る
。
通
信
使
は
象

徴
だ
と
思
う
」
と
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
通
信
使
の
足

跡
を
た
ど
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
李
藝
」
の
上
映

や
歴
史
講
座
、
伝
統
衣
装
の

試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
た
。
同
協
会
の
安
田
和

幸
事
務
局
長
は
「
日
韓
の
友

好
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
」
と
語
っ
た
。

祈
願
バ
ッ
ヂ
製
作

縁
地
連

【
長
崎
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
朝

鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会

（
松
原
一
征
理
事
長
、
対
馬

市
役
所
内
）
が
朝
鮮
通
信
使

関
連
資
料
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界

記
憶
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て

「
ユ
ネ
ス
コ
祈
願
バ
ッ
ヂ
」

（
写
真

２５
×
１６

）
を
製

作
し
た
。
申
請
は
財
団
法
人

釜
山
文
化
財
団
（
李
文
燮
代

表
理
事
、
釜
山
市
南
区
）
と

の
共
同
。
登

録
の
成
否
は

来
年
９
月
ご

ろ
に
判
明
す

る
。バ

ッ
ヂ
は

清
道
旗
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。
７
月

１
日
か
ら
１
個
１
０
０
０
円

で
販
売
し
、
売
上
の
一
部
を

記
憶
遺
産
登
録
を
推
進
す
る

活
動
資
金
に
あ
て
る
。

申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp
:

//enchiren.c
om

ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０

９
２
０
・
５
２
・
１
２
１
４
）

で
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
、

希
望
個
数
を
書
い
て
申
し
込

む
。
振
込
先
は
十
八
銀
行
対

馬
支
店

普
通
１
０
４
４
３

５
８
。

【
京
都
】
民
団
京
都
・
左

京
支
部
（
金
愛
子
支
団
長
）

は
２６
日
、
京
都
市
内
か
ら
車

で
１
時
間
ほ
ど
離
れ
た
山

里
、
大
原
の
東
山
で
移
動
絵

画
教
室
を
実
施
し
た
。
８
人

が
参
加
し
、
伸
び
伸
び
と
し

た
雰
囲
気
で
水
彩
画
の
絵
筆

を
握
っ
た
。

団
員
た
ち
は
「
色
の
出
し

方
が
難
し
い
」
と
口
々
に
話

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
を
と
ら
え
な
が
ら
、
絵
を

楽
し
ん
で
い
た
。
趙
清
美
さ

ん
は
、
「
絵
を
描
き
な
が
ら

み
な
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
る
」
と
ほ

ほ
笑
ん
だ
。

絵
画
教
室
は
今
年
で
３
年

目
。
主
会
場
は
民
団
支
部
だ

が
、
天
候
の
い
い
と
き
は
屋

外
に
出
て
い
る
。
指
導
し
て

い
る
の
は
在
日
２
世
の
女
流

画
家
で
、
先
月
支
団
長
に
就

任
し
た
ば
か
り
の
金
さ
ん
。

金
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
韓

国
文
化
の
紹
介
や
、
韓
日
の

懸
け
橋
に
役
立
つ
行
事
を
企

画
し
た
い
。
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
支
部
に
来
て
も
ら
い

た
い
か
ら
」
と
語
っ
た
。

月
１
回
、
第
２
日
曜
日
に

開
催
中
。
７
月
だ
け
は
２４
日

の
予
定
。
他
県
か
ら
の
参
加

も
歓
迎
し
て
い
る
。
同
支
部

（
０
７
５
・
７
８
１
・
４
０

６
７
）。

団
員
子
弟
を
対
象

奨
学
生
１５
人
募
集

民
団
愛
知
奨
学
会

【
愛
知
】
民
団
愛
知
県
地

方
本
部
奨
学
会
（
崔
東
佑
理

事
長
）
は
日
本
の
高
等
学
校

に
在
学
す
る
県
内
在
住
の
団

員
子
弟
を
対
象
に
、
奨
学
生

１５
人
を
募
集
し
て
い
る
。

年
額
１２
万
円
の
給
付
型
で

返
金
不
要
。
た
だ
し
、
ほ
か

の
同
胞
奨
学
機
関
か
ら
奨
学

金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

同
奨
学
会
は
８８
年
の
愛
知

韓
国
人
会
館
竣
工
を
記
念
。

同
胞
社
会
の
後
継
者
育
成
と

県
内
同
胞
学
生
の
教
育
振
興

を
目
的
に
、
建
設
基
金
の
一

部
か
ら
資
金
を
捻
出
し
て
い

る
。募
集
は
７
月
１１
日
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の

民
団
支
部
ま
た
は
本
部
。

コ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ

屋
台
出
店
を
募
集

民
団
京
都

【
京
都
】
民
団
京
都
本
部

は
「
京
都
コ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
（
１０
月
２
日
１０
～

１６
時
、
京
都
市
国
際
交
流
会

館
）
へ
の
屋
台
出
店
を
募
集

し
て
い
る
。

昨
年
は
７
０
０
０
人
が
入

場
し
、
特
に
肉
料
理
、
ご
は

ん
も
の
、
ス
イ
ー
ツ
が
人
気

を
集
め
た
。同
本
部
で
は「
新

し
い
料
理
を
提
供
し
て
観
客

の
反
応
を
確
か
め
て
み
て

は
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

希
望
者
受
付
は
７
月
２２
日

締
め
切
り
。
民
団
京
都
本
部

（
０
７
５
・
７
８
１
・
８
２

３
１
）。

自慢の作品を掲げ、誇らしげな表情

駐
神
戸
総
領
事
館

７
月
に
講
演
会

【
兵
庫
】
駐
神
戸
総
領
事

館
は
「
韓
半
島
情
勢
と
こ
れ

か
ら
の
韓
日
関
係
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
を
行
う
。

講
師
は
札
幌
と
大
阪
の
総
領

事
を
歴
任
し
た
呉
榮
煥
氏

（
現
在
、
ハ
イ
ツ
航
空
株
式

会
社
顧
問
）。

７
月
９
日
１１
時
か
ら
神
戸

市
長
田
区
の
兵
庫
韓
国
文
化

教
育
院
５
階
ホ
ー
ル
で
。
入

場
無
料
。
希
望
者
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
８
・
２
５
１
・
５
１
６

１
かkobe@

m
ofa.go.

kr

で
名
前
と
連
絡
先
を
記

入
の
う
え
申
し
込
み
を
。

問
い
合
わ
せ
は
同
総
領
事

館
（
０
７
８
・
２
２
１
・
４

８
５
３
）。

高
齢
の
母
親

が
３
月
か
ら
週

１
回
、
日
帰
り

の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て

い
る
。
一
昨
年

末
に

腰

を

痛

め
、
１
カ
月
間

ベ
ッ
ド
生
活
を

送
っ
た
。
こ
の

と
き
要
介
護
２

の
認

定

を

受

け
、
地
元
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
。
母
は

杖
を
つ
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
歩
け
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
脚
の
筋
力

低
下
は
一
目
瞭
然
。
寝
た
き
り
は
何

と
し
て
も
避
け
た
か
っ
た
。

昨
年
、
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
高
齢
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ

た
。
昼
食
を
挟
ん
で
午
前
と
午
後
は

軽
い
体
操
を
は
じ
め
、
カ
ラ
オ
ケ
や

手
話
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
日
替
わ
り
で
行
わ
れ
て

い
る
。
疲
れ
た
ら
休
憩
し
て
も
横
に

な
っ
て
も
い
い
と
い
う
緩
や
か
さ
が

気
に
入
っ
た
。
私
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
一
緒
に
母
に
説
明
し
た
が
、

最
初
は
拒
ま
れ
た
。

利
用
者
は
全
員
日
本
人
。
韓
国
人

を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

人
た
ち
の
な
か
に
一
人
で
入
っ
て
い

く
こ
と
、
難
し
い
漢
字
や
日
本
の
歌

だ
っ
て
良
く
知
ら
な
い
と
い
う
不
安

が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
私
は
母
が
抱

え
て
い
る
不
安
を
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
正
直
に
伝
え
た
。彼
は
言
っ
た
。

「
在
日
の
方
の
こ
と
は
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
話
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
話
は
担
当
者

に
伝
え
ま
す
の
で
心
配
し
な
い
で
下

さ
い
」

初
め
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
母
が
持
ち
帰
っ
た
の
は
書
道
の
半

紙
。
半
紙
い
っ
ぱ
い
に
書
か
れ
た
力

強
い
文
字
を
眺
め
な
が
ら「
す
ご
い
」

と
褒
め
た
。
以
来
、
い
ろ
い
ろ
な
作

品
を
持
ち
帰
っ
て
は
報
告
し
て
く
れ

る
。
今
で
は
母
の
姿
を
見
つ
け
た
利

用
者
の
方
々
が
声
を
か
け
て
く
れ
る

そ
う
だ
。

初
め
は
お
試
し
の
経
験
だ
っ
た
の

が
、
母
の
大
切
な
時
間
に
な
っ
て
い

る
。
一
歩
踏
み
出
し
た
母
の
勇
気
と

決
断
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。（

Ｈ
）

母の勇気と決断にエール！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
研
修

絵
画
教
室
で
支
部
活
性
化

民
団
左
京

屋
外
で
の
び
の
び

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

マ
ラ
ソ
ン
優
勝
８０
周
年

「
父
、孫
基
禎
を
語
る
」
孫正寅さん

創
団
７０
周
年
記
念
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
ま
で
１
カ
月

最高の感動届けよう
韓
国
歴
史
文
化
講
座

「
朝
鮮
通
信
使
」ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
へ

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、許
さ
な
い
。」

全
国
初
の
大
阪
市
条
例

７
月
か
ら
全
面
施
行

法務省人権擁護局

攻
め
の
啓
発
、広
報

デ
モ
現
場
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

「
恩
返
し
し
た
か
っ
た
」
志
願
者

第２８４３号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１６年６月２９日（水曜日）（５）



展覧会

映画会

コンサート

毎
年
、
ソ
ウ
ル
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
Ｘ

で
開
催
さ
れ
る
「
ソ
ウ
ル
国
際

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
に
、
今
年
も

日
本
の
出
版
文
化
国
際
交
流
会

た
て

の

あ
き
ら

の
舘
野

晢
さ
ん
（
８０
）
が
や

っ
て
来
た
。
こ
の
人
を
抜
き
に

し
て
、
日
韓
の
出
版
交
流
は
語

れ
な
い
。

２
０
０
１
年
に
韓
国
の
文
化

観
光
部
長
官
か
ら
、
外
国
人
と

し
て
初
め
て
「
出
版
文
化
功
労

賞
」
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後

も
大
韓
出
版
文
化
協
会
や
韓
国

文
学
翻
訳
院
か
ら
、
出
版
関
係

の
功
労
を
称
え
る
賞
を
受
け
て

い
る
。

舘
野
さ
ん
が
韓
国
を
初
め
て

訪
れ
た
の
は
１
９
６
８
年
の
こ

と
。
東
京
都
庁
の
経
済
局
で
中

小
企
業
の
育
成
支

援
の
仕
事
を
担
当

マ

サ

ン

し
て
お
り
、馬
山
、

ク

ロ

九
老
工
団
な
ど
を
訪
ね
て
、
企

業
の
運
営
や
輸
出
実
態
を
調
査

し
た
。

そ
の
と
き
に
出
会
っ
た
の

パ
ク
ウ
ノ

ク

が
、
高
校
教
師
の
朴
恩
玉
さ
ん

だ
っ
た
。
ソ
ウ
ル
の
あ
ち
こ
ち

を
案
内
さ
れ
、
自
宅
に
も
招
か

れ
、
知
人
へ
の
紹
介
な
ど
、
と

て
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の

後
も
続
け
て
韓
国
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
舘
野
さ
ん
は
、
い

つ
の
間
に
か
朴
さ
ん
の
息
子
の

よ
う
な
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
善
き
人
と
の
出
会
い

が
、
韓
国
語
の
勉
強
に
も
つ
な

が
っ
た
。

１
９
７
０
年
代
の
初
め
に
、

東
京
で
韓
国
語
を
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
場
所
は
と
て
も
少
な
か

っ
た
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
政

治
的
な
匂
い
が
強
く
漂
っ
て
い

た
。
北
朝
鮮
を
持
ち
上
げ
る
日

本
の
文
化
人
の
多
い
時
代
で
、

韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
『
ユ
ン
ボ

ギ
の
日
記
』
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
貧
し
く
不
平
等
な
世
界

だ
っ
た
。

「
北
が
言
う
ほ
ど
北
は
う
ま

く
い
っ
て
は
い
な
い
し
、
北
が

言
う
ほ
ど
南
は
貧
し
く
て
未
来

が
な
い
わ
け
で
も
な
い
」
。
韓

国
の
人
々
と
直
接
ふ
れ
合
う
機

会
の
あ
る
舘
野
さ
ん
は
、
そ
う

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

実
は
、
舘
野
さ
ん
は
中
国
大

連
生
ま
れ
で
、
１０
歳
の
と
き
に

引
き
揚
げ
た
。
そ
の
た
め
、
か

ね
て
よ
り
中
国
に
は
深
い
関
心

を
寄
せ
て
い
た
。
大
学
で
は
中

国
研
究
会
に
所
属
し
、
日
中
友

好
協
会
の
活
動
に
も
参
加
し

た
。だ
が
文
化
大
革
命
の
嵐
は
、

中
国
に
関
心
を
寄
せ
る
日
本
人

の
間
に
も
吹
き
荒
れ
た
。
中
国

革
命
へ
の
期
待
と
失
望
。
中
国

と
縁
遠
く
な
っ
た
日
本
の
知
識

人
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て
舘
野

さ
ん
の
韓
国
へ
の
関
心
は
、
文

革
を
契
機
に
い
っ
そ
う
深
ま
っ

た
。アン

ウ

シ
ク

安
宇
植
先
生
に
数
人
の
メ
ン

バ
ー
で
韓
国
語
の
指
導
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
こ
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
翻
訳
書
を

出
す
喜
び
も
味
わ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
手
が
け
た
数
多
く
の
翻
訳

書
の
う
ち
、
特
に
気
に
入
っ
て

キ
ム
ソ
ン
チ
ル

ヨ

ク

サ

い
る
の
は
、
金
聖
七
の
『
歴
史

ア

ペ

ソ

の
前
で
』
（
邦
題
は
『
ソ
ウ
ル

の
人
民
軍
』、
社
会
評
論
社
）。

朝
鮮
戦
争
当
時
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
に
翻
弄
さ
れ
た
人
々
の
姿

を
、
歴
史
学
者
が
冷
徹
な
目
で

追
っ
た
日
記
で
あ
る
。

１
９
８
９
年
か
ら
現
在
ま
で

『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
誌
に
、「
韓

国
出
版
レ
ポ
ー
ト
」
を
毎
月
書

き
続
け
て
い
る
の
も
、
舘
野
さ

ん
の
大
切
な
仕
事
だ
。
翻
訳
出

版
の
実
現
の
た
め
、
日
韓
の
出

版
社
の
間
を
取
り
持
つ
役
割
も

担
っ
て
き
た
。

舘
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
昨
年

１
年
間
に
韓
国
で
出
た
日
本
の

小
説
や
エ
ッ
セ
イ
は
１
０
０
０

点
超
。
一
方
、
日
本
で
出
た
韓

国
文
学
の
翻
訳
書
は
２３
点
。
そ

ん
な
不
均
衡
が
ず
っ
と
続
い
て

い
る
。

日
本
の
本
は
た
く
さ
ん
出
る

が
、
韓
国
人
の
日
本
へ
の
理
解

は
そ
れ
ほ
ど
深
ま
ら
な
い
。
日

本
人
の
韓
国
へ
の
無
関
心
も
深

刻
だ
。
も
ど
か
し
い
思
い
を
抱

え
な
が
ら
、
舘
野
さ
ん
は
今
日

も
た
く
さ
ん
の
本
を
鞄
に
入
れ

て
歩
き
回
る
。
本
を
媒
介
に
、

日
本
と
韓
国
の
心
と
心
を
近
づ

け
る
た
め
に
。

（
作
家
）

東京・新大久保の「K–Stage
O!」をホームに、３月からラ
イブ活動を展開してきたＫ―Ｐ
ＯＰ男性７人組グループの
「Naughty Boys（ノーティーボ
ーイズ）」が８月３日、ユニバ
ーサルジャパンから「DanC-
in’derella（ダンシンデレラ）」
でメジャーデビューする。

「K–Stage O!」で開くライブ
は週に４、５回（２部公演）。
高校生から中高年までの幅広い
ファンがつめかけた。

キレのあるダンスに優れた歌
唱力、そしてグループのコンセ
プトである「いたずらっ子」の
ようなトークでは、気さくにフ
ァンと直接交流。黄色い声が飛
び交った。仕事を休んで来たと
いう２０代と４０代の女性は「メリ
ハリのあるダンスがすごくい
い」と目を輝かす。

新大久保では７組のボーイズ
グループがライブ活動をしてい
るが、彼らとの違いは徹底した
ファンサービスだ。面白さや楽

しさをファンに与える全員参加
型の企画がファンの心をつか
む。ファンたちの名前を覚えて
いる点に加え、ライブの合間に
はメンバー自らコリアンタウン
を歩きながらＰＲ活動を行い、
ファンとの身近なふれあいを大
事にしているのが強みだ。

リーダーのエルミンさんはメ
ジャーデビューについて「緊張
しているけど、みんなが頑張っ
てきたからこそチャンスが生ま
れた。今からが本当のスタート
だという心構えで、初心を忘れ
ずに進みたい」ときっぱり。

メジャーデビューまでの道の
りは厳しかった。大阪出身の在
日３世で、所属社ワンワールド
代表の高徹さん（４５）は、韓国
滞在中に知り合った７人から
「高さんと一緒に日本で活動し
たい」と懇願されたのをきっか
けに、彼らを育てることを決意
した。

東京、大阪、韓国を何度も往
復、ときにはネットカフェで泊

まりながらプロデューサーとし
て奔走し、夢の実現に向けて一
つひとつ土台を固めてきた。

グループの合い言葉は「あき
らめない」。オリコン１位に入
るのが最大の目標だ。

また、彼らの元気ぶりに放送
界も目を止めた。７月１日から
「Naughty Boys」のレギュラー
ラジオ番組がスタートする。Ｆ
Ｍヨコハマ「Soul to Korea」。
毎週金曜日深夜０時３０分～１
時。ソウルのお薦めスポットや
グルメ情報などを紹介する。

ライブは７月２日から週３～
４回の新企画でスタートする。
初入場者は身分証明書を持参す
れば無料。詳細は公式サイト（h
ttp : //naughtyboys–official.com/to
pics/）

７人組Ｋ ＰＯＰグループ「Ｎａｕｇｈｔｙ Ｂｏｙｓ」

Naughty Boysのメンバー（「K–Stage O!」楽屋で）

福
岡
県
筑
豊
を
拠
点
に
、

朝
鮮
人
強
制
労
働
や
戦
争
と

平
和
の
問
題
な
ど
、
歴
史
に

翻
弄
さ
れ
た
人
々
を
テ
ー
マ

に
執
筆
し
て
い
る
記
録
作

家
、
林
え
い
だ
い
さ
ん（
８２
）

を
描
い
た
西
嶋
真
司
監
督
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
抗
い
の
記
」
が
９
、
１０
の

２
日
間
、
東
京
の
千
代
田
区

立
日
比
谷
図
書
文
化
館
日
比

谷
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
た
。

林
さ
ん
は
福
岡
県
香
春
町

生
ま
れ
。
父
の
寅
治
さ
ん
は

村
の
神
主
で
、
炭
鉱
で
の
差

別
や
過
酷
な
労
働
に
耐
え
か

ね
て
脱
走
し
た
多
く
の
朝
鮮

人
労
働
者
を
家
で
か
く
ま

い
、
握
り
飯
を
与
え
、
傷
を

癒
し
て
逃
し
た
。
だ
が
１
９

４
３
年
４
月
２
日
、
特
高
警

察
に
逮
捕
さ
れ
、
拷
問
を
受

け
た
後
に
亡
く
な
っ
た
。

両
親
の
生
き
方
か
ら
強
い

影
響
を
受
け
た
林
さ
ん
は

「
私
は
国
賊
、
非
国
民
の
子
。

戦
争
に
こ
だ
わ
り
、
異
国
で

犠
牲
に
な
っ
た
朝
鮮
人
や
中

国
人
の
思
い
を
記
録
し
続
け

る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
」
と

語
り
「
親
父
が
権
力
に
よ
っ

て
命
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
の

が
原
点
」
と
説
明
す
る
。

筑
豊
の
炭
鉱
に
は
い
く
つ

も
の
地
獄
谷
と
呼
ば
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
朝
鮮
人
労
働

者
が
住
ん
だ
「
ア
リ
ラ
ン
部

落
」
と
地
図
に
は
載
っ
て
い

な
い
「
ア
リ
ラ
ン
峠
」
が
あ

っ
た
。
戦
争
中
、
福
岡
県
だ

け
で
も
約
１７
万
１
０
０
０
人

の
朝
鮮
人
が
強
制
連
行
さ
れ

た
。
炭
鉱
に
送
り
込
ま
れ
た

な
か
に
は
小
学
５
年
生
く
ら

い
の
子
ど
も
も
い
た
。

１
９
６
０
年
に
起
き
た
水

没
事
故
で
坑
内
の
６７
人
が
生

き
埋
め
に
な
っ
た
豊
州
炭

鉱
、
亡
く
な
っ
た
朝
鮮
人
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
ボ

タ
石
が
置
か
れ
て
い
る
古
河

大
峰
炭
鉱
近
く
の
日
向
墓
地

な
ど
も
紹
介
さ
れ
る
。
死
ん

で
も
な
お
尊
厳
を
与
え
ら
れ

な
か
っ
た
朝
鮮
人
労
働
者
の

無
念
さ
が
伝
わ
る
。

現
在
、
重
い
ガ
ン
と
闘
っ

て
い
る
林
さ
ん
は
、
震
え
る

右
手
人
差
し
指
と
ペ
ン
を
テ

ー
プ
で
固
定
し
て
執
筆
を
続

け
る
。
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ

た
人
々
の
声
を
世
に
送
り
出

す
た
め
に
「
死
ぬ
ま
で
こ
の

問
題
を
や
っ
て
い
く
」
と
話

す
。１０

日
の
上
映
後
に
西
嶋
監

督
と
林
さ
ん
の
作
品
を
朗
読

し
た
田
中
泯
さ
ん
（
ダ
ン
サ

ー
）
の
ト
ー
ク
が
あ
っ
た
。

西
嶋
監
督
は
「
牙
を
む
く

姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が

本
来
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

姿
。
え
い
だ
い
さ
ん
の
怒
り

や
悲
し
み
を
表
現
し
て
み
た

か
っ
た
」
と
制
作
へ
の
思
い

を
語
っ
た
。

田
中
さ
ん
は
、
ド
イ
ツ
と

日
本
の
戦
後
処
理
問
題
に
触

れ
て
「
日
本
は
有
意
な
も
の

は
残
す
が
、
不
利
な
記
憶
を

呼
び
覚
ま
す
も
の
に
は
フ
タ

を
す
る
。
日
本
は
ず
る
い
大

人
の
理
屈
が
ま
か
り
通
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
大
人
た
ち

が
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
言

え
る
か
。人
間
は
皆
、一
番
言

い
た
い
こ
と
を
言
え
な
い
で

死
ん
で
い
る
か
も
知
れ
な

い
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し

た
。「

抗
い
の
記
」
は
７
月
２９

～
３１
日
（
１３
時
３０
分
、
１５
時

４５
分
、
１８
時
）
、
北
九
州
市

環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
上
映

さ
れ
る
。
各
回
先
着
６０
人
。

前
売
り
一
般
１
０
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
８
０
０
円
。

当
日
一
般
の
み
１
２
０
０

円
。
問
い
合
わ
せ
は
同
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
０
９
３
・
６
６

３
・
６
７
５
１
）。

ま
た
、２
０
１
７
年
１
月
、

東
京
を
皮
切
り
に
全
国
公
開

を
予
定
し
て
い
る
。

上映会のあとトークする西嶋真
司監督（左）と朗読の田中泯さん

韓
国
文
化
芸
術
委
員
会

（
パ
ク
・
ミ
ョ
ン
ジ
ン
委
員

長
、
文
芸
委
）
は
２２
日
、
韓

国
の
芸
術
と
科
学
融
合
の
先

駆
者
で
あ
る
美
術
家
、
キ
ム

・
ユ
ン
チ
ョ
ル
さ
ん
（
４６
）

写
真

が
欧
州
原
子
核
研

究
機
構
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
、
セ
ル

ン
）
が
授
け
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
賞
」
の
受
賞
者
に
選

定
さ
れ
た
と
明
ら
か
に
し

た
。Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｎ
は
芸
術
と
科
学

の
融
合
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
芸
術
家
を
毎
年
１
人
選

ん
で
賞
金
を
贈
り
、
３
カ
月

間
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
な
ど
に
滞
在

し
な
が
ら
科
学
者
と
の
協
業

を
通
じ
て
、
創
作
活
動
を
行

え
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

今
年
は
７１
カ
国
か
ら
計
９
０

４
人
の
作
家
が
応
募
し
た
。

韓
国
の
秋
渓
芸
術
大
学
で

作
曲
を
専
攻
し
、
ド
イ
ツ
の

ケ
ル
ン
・
メ
デ
ィ
ア
芸
術
大

学
を
卒
業
し
た
キ
ム
さ
ん

は
、
メ
タ
物
質
と
流
体
力
学

の
芸
術
的
存
在
性
に
関
す
る

作
品
を
発
表
し
て
き
た
。

芸
術
・
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
グ
ル
ー
プ
「
フ
ロ
イ
ト
・

ス
カ
イ
ス
」
を
設
立
し
た
キ

ム
さ
ん
は
、
現
在
、
韓
国
高

等
科
学
院
の
科
学
と
芸
術
の

協
業
の
た
め
の
超
学
制
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
責
任
者

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
２

０
１
４
年
に
は
国
立
現
代
美

術
館
の
招
待
で
現
場
製
作
作

品
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
超

自
然
」
展
に
も
参
加
し
た
。

文
芸
委
は
最
近
、
海
外
創

作
拠
点
拡
大
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
と
レ
ジ
デ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
業
務
協
約
を

締
結
し
た
。

◆骨董チョガッポ展
７月１３日～１８日。骨董＆

ギャラリー「川口美術」（京
都・左京区）。１１～１８時。
会期中無休。

朝鮮朝時代、女性たちが
端布を継ぎ合わせて１枚の
布にしたチョガッポ。今展
では生成りのチョガッポの
佳品を紹介する。

問い合わせは同ギャラリ
ー（０７５・７８１・３５１１）。

◆韓国映画上映会 迫力あ
ふれる韓国アクション映画
特集

７月１２日。韓国文化院ハ
ンマダンホール（東京・新
宿区）。１５時（昼の部）、１９
時（夜の部）。夜の部は同
院ホームページ「イベント
応募コーナー」から申し込
み。各回３００人。７月３日
締切。当選者に５日までに
確認書をメールする。昼の
部は当日先着順（受付は１４

時３０分から）。
キム・ソンフン監督の「最

後まで行く」（写真）上映。
殺人課刑事のコ・ゴンスは

母の葬式の日、急な連絡を
受けて警察署に向かってい
たが、次々と良くないこと
が起きる。

問い合わせは同院（０３・
３３５７・５９７０）。

◆Trio2 Concert in Tokyo～
日本と韓国の歌曲を集めて
～

８月２日。ルーテル市ヶ
谷ホール（東京・新宿区）。
１９時開演。チケット４０００円。

出演者は、ソプラノのソ
ン・ヨンオクさん、新居佐
和子さん、メゾ・ソプラノ
のグッ・チャンミンさん、
紙谷弘子さんら。

チケット・問い合わせは
ＮＫ企画（h.papierenthal@
gmail.com）。

◆3Sopranosと光州女性フ
ィルハーモニックオーケス
トラによる田内千鶴子音楽
会

７月２３日。東京・港区の
サントリーホールブルーロ
ーズ（小ホール）。１４時開
演。入場無料。定員３８４人。
チケットをご希望の方は、
田内千鶴子生誕１００周年記
念事業会（社会福祉法人こ
ころの家族東京事務所内）
にＥメール（recital@kokor
ono.or.jp）で申し込み書を
請求する。定員になり次第
締切。

同ハーモニーとソプラノ
の朴桂さん、金美玉さん、
金善希さんらが出演する。
問い合わせはこころの家族
東京事務所（０３・３５１８・９８
７５）。

韓
国
伝
統
芸
能

競
演
日
本
大
会

参
加
者
募
る

一
般
社
団
法
人
日
韓
伝
統

文
化
交
流
協
会
は
「
第
５
回

韓
国
伝
統
芸
能
競
演
日
本
大

会
」
の
参
加
者
を
募
っ
て
い

る
。
本
選
は
９
月
２５
日
、
東

京
大
田
区
の
池
上
会
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
。

〈
参
加
方
法
〉
参
加
資
格

国
籍
不
問
。
韓
国
伝
統
芸

能
を
愛
し
、
技
を
磨
い
て
い

る
小
学
生
以
上
の
個
人
や
団

体
。
学
生
部
（
小
学
生
～
高

校
生
）
、
一
般
部
（
大
学
生

～
一
般
）
。
提
出
書
類

参

加
申
請
書
１
部
。
同
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w

w
.jk

–
dentobunka.

com

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
。
デ
モ
Ｃ
Ｄ
ま
た
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
１
部
（
練
習
中
の
録
音
も

可
）
。
２１
世
紀
創
作
部
門
は

楽
譜
提
出
。

参
加
費

予
選
（
書
類
審

査
な
ど
）
２
０
０
０
円
（
７

月
２９
日
ま
で
）
。
本
選
１
万

円
（
８
月
１２
日
ま
で
）
。
要

振
り
込
み
。

〈
部
門
〉
「
伝
統
部
門
」

と
「
創
作
部
門
」
は
１

器
楽

２

打
楽
３

声
楽
４

舞
踊
。「
２１

世
紀
創
作
部
門
」
は
韓
国
伝

統
音
楽
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

未
発
表
の
創
作
曲
ほ
か
。

〈
賞
〉
大
賞
は
賞
状
と
副

賞
。
国
楽
放
送
主
催
の
音
楽

会
出
演
及
び
放
送
出
演
（
韓

国
公
演
時
の
宿
泊
提
供
）
、

日
韓
伝
統
文
化
交
流
協
会
主

催
の
音
楽
会
出
演
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は
同
協
会

（
０
３
・
６
２
３
３
・
９
６

９
３
）
、
詳
細
は
同
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
。
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ソ
ウ
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
専
任
指
揮
者

で
あ
る
権
周
さ
ん
率

い
る
声
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
「V

oice
de

A
nim

a

」
の
結
成

１０
周
年
を
記
念
す
る

公
演
「
日
韓
友
好
へ

の
調
べ
と
癒
や
し
の
時
間
」

が
、
２７
日
、
東
京
の
早
稲
田

大
学
大
隈
記
念
講
堂
で
開
か

れ
た

写
真
。

「
希
望
を
歌
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
を
は
じ
め
韓
日

両
国
の
さ
ら
な
る
友
好
を
願

い
、
東
日
本
大
震
災
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ソ
ン
グ
「
花
は
咲

く
」、
韓
国
の
「
ア
リ
ラ
ン
」

ま
で
披
露
し
、
聴
衆
を
魅
了

し
た
。

「V
oice

de
A

nim
a

」

の
公
演
は
、
東
京
学
芸
大
芸

術
館
（
２８
日
）
、
東
京
韓
国

学
校
（
２９
日
）
で
も
行
わ
れ

た
。

本
で
つ
な
ぐ

韓
国
と
日
本

サ
ラ
ム
賛
歌

仁
川
発

戸
田
郁
子

１０

出版文化国際交流会

舘野 晢さん

芸
術
と
科
学

融
合
に
功
績

キ
ム
・
ユ
ン
チ
ョ
ル
さ
ん
受
賞

「
強
制
連
行
」記
し
続
け
る
林
え
い
だ
い
さ
ん
を
描
く

映
画「
抗
い
の
記
」完
成

来春全国公開へ

オ
リ
コ
ン
１
位
め
ざ
す

在
日
３
世
・
高
徹
さ
ん
が
支
え
て

８月３日メジャーデビュー

日韓友好への調べ

Voice de Anima

１０周年記念コンサート
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